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第 1章
高 等 学 校 を め ぐ る今 日的 課 題
第 1節高 校 の 特 別 支 援 教 育 の 取 組 と現 状
近 年 、高 等 学 校 へ の 進 学 率 が 98.4%(文部 科 学 省 ,2013)と高 等 学
校 へ の 進 学 が 大 衆 化 して き て い る。 そ れ らに 伴 い 、 高 等 学 校 へ 入
学 して く る生 徒 の 多 様 化 が 進 み 、 多 様 化 か ら生 じ る 生 徒 の 持 つ 困
難 に 対 応 しな け れ ば な らな くな っ て い る。
特 に 、 義 務 教 育 段 階 で 学 習 面 又 は 行 動 面 で 著 しい 困難 を示 す と
され て い る生 徒 が 6.5%在籍 して い る (文部 科 学 省 ,2012にとか ら
も、 小 。中 学 校 だ け で は な く高 等 学 校 に お い て も特 別 支 援 教 育 を
構 築 し、 高 等 学 校 生 徒 が 抱 え る 多 様 な 困難 へ の 支 援 の 具 体 化 が 早
急 の 課 題 とな っ て い る。
高 等 学 校 に お け る 特 別 支 援 教 育 に つ い て は じ め て 言 及 され た
の は 、 中央 教 育 審 議 会 「特 別 支 援 教 育 を推 進 す る た め の 制 度 の 在
り方 に つ い て (答申 )」 (2005年12月)での 「後 期 中等 教 育 に お
け る特 別 支 援 教 育 の 推 進 に 関 す る諸 問 題 に つ い て 、 早 急 な検 討 が
必 要 で あ る」 とい う記 述 で あ る (中央 教 育 審 議 会 ,2005)。そ の 後 、
発 達 障 害 支 援 法 の 制 定 や 学 校 教 育 法 等 の 一 部 改 正 に よ る 特 別 支
援 教 育 の 制 度 化 な ど が され て き た 。 そ れ ら に 伴 い 学 校 教 育 で は 、
2009年3月に 改 定 告 示 され た 高 等 学 校 学 習 指 導 要 領 で は じめ て
障 害 の あ る 生 徒 の 指 導 に つ い て 高 等 学 校 教 育 の 中 で の 具 体 的 な
記 述 が され 、「各 教 科 、 科 目等 の 選 択 、 そ の 内 容 の 取 扱 い な ど に
つ い て 必 要 な 配 慮 を行 う と と も に 、 特 別 支 援 学 校 等 の 助 言 又 は 援
助 を活 用 しつ つ 、 例 え ば 指 導 に つ い て の 計 画 又 は 家 庭 や 医 療 、 福
祉 、 労 働 等 の 業 務 を行 う関 係 機 関 と連 携 した 支 援 の た め の 計 画 を
個 別 に 作 成 す る こ と な ど に よ り、 個 々 の 生 徒 の 障 害 の 状 態 に応 じ
た 指 導 内容 や 指 導 方 法 の 工 夫 を計 画 的 、組 織 的 に 行 うこ と」(文部
科 学 省 ,2009)と特 別 支 援 学 校 の セ ン タ ー 的 機 能 の 活 用 、 家 庭 。医
療 ・ 福 祉 ・ 就 労 機 関 との 外 部 連 携 、 個 別 の 指 導 計 画 の 作 成 、校 内
員 会 の 設 置 を 義 務 付 け る こ とが 明 記 され た 。
そ れ らの 、 高 等 学 校 の 特 別 支 援 教 育 を推 進 す る に あ た つ て 、 文
部 科 学 省 は 高 等 学 校 ワー キ ン グ グル ー プ を設 置 し、 今 後 の 高 等 学
校 に お け る 特 別 支 援 教 育 の推 進 に 関 して ま と め た 「高 等 学 校 に お
け る特 別 支 援 教 育 の 推 進 に つ い て 」 で は 今 後 の 高 等 学 校 の 特 別 支
援 教 育 に 関 して 言 及 して お り、 ① 体 制 整 備 を 求 め た 通 知 の 発 出 及
び 体 制 整 備 状 況 の 調 査 の 実 施 、 ② 発 達 障 害 等 支 援 ・ 特 別 支 援 教 育
総 合 推 進 事 業 の 実 施 、③ 高 等 学 校 に お け る発 達 障 害 支 援 モ デ ル 事
業 の 実 施 、 ④ 研 究 開 発 学 校 の 指 定 、 (高等 学 校 ワ ー キ ン グ グル ー
プ ,2009)とこれ らの 事 業 を通 して 高 等 学 校 の 特 別 支 援 教 育 の推 進
に 鑑 み 更 な る 充 実 を 図 つ て い く こ と が 求 め られ る と明 記 され て
い る。
ま た 、2012年度 の 特 別 支 援 教 育 総 合 推 進 事 業 で は 高 等 学 校 に お
け る 発 達 障 害 の あ る 生 徒 へ の キ ャ リ ア 教 育 の 充 実 が 事 業 内 容 に
盛 り込 ま れ 、 発 達 障 害 の あ る(発達 障 害 の 可 能 性 を含 む)生徒 に 対
す る計 画 的 ・ 組 織 的 な進 路 指 導 をモ デ ル 校 を 指 定 し実 施 す る こ と
(文部 科 学 省 ,2012)が明 記 され て い る。
この よ うに 、 高 等 学 校 の 特 別 支 援 教 育 に 関 して は 、様 々 な取 組
が な され て き て は い る が 2012年度 の 特 別 支 援 教 育 の 体 制 整 備 に
つ い て 調 査 で は 小 ・ 中 学 校 に 比 べ て 、 高 等 学 校 は 依 然 と して 体 制
整 備 に 遅 れ が 見 られ る と明 記 され お り (文部 科 学 省,2012)個別
の 指 導 計 画 や 個 別 の 教 育 支 援 計 画 に つ い て は 30.0%程度 の 高 等 学
校 で しか 作 成 され て い な い とい う現 状 が あ る 。 校 内 委 員 会 の 設 置
や コ■ デ ィネ ー タ ー の 配 置 は 98.0%とほ ん どの 高 校 で の設 置 が
進 ん で い る が 、 高 等 学 校 に お け る具 体 的 な 個 別 の 指 導 計 画 の 作 成
や 個 別 の 教 育 支 援 計 画 の 活 用 を 通 し て の 特 別 支 援 教 育 の 実 施 は
定 着 して い な い 様 相 が 伺 え る。
第 2節高 等 学 校 定 時 制 課 程 に つ い て
高 等 学 校 定 時 制 課 程 とは 、学 校 教 育 法 制 定 時(1948年)から設 け
られ て い る制 度 で 、創 設 の趣 旨 と して 中 学 校 を卒 業 して 勤 務 に 従
事 す る な ど様 々 な 理 由 で 全 日制 の 高 校 に 進 め な い 青 少 年 に 対 し
て 高 校 教 育 を 受 け る機 会 を 与 え る場 で あ る と され て い る (文部 科
学 省 ,2013)。ま た 、 夜 間 そ の 他 の 特 別 な 時 間 又 は 時 期 に お い て 授
業 を行 う課 程 で あ る と定 義 され て い る (学校 教 育 法 第 4条)。
しか し、 近 年 で は そ の 様 相 も変 わ り多 様 な 困難 を抱 え た 生 徒 の
入 学 先 と して の 受 け皿 と して の 役 割 を 担 つ て い る。 そ の 理 由:と し
て は 、 全 日制 高 校 よ り長 い 4年間 の 教 育 課 程 で あ る こ とで 、 本 人
の ペ ー ス で 高 校 に 通 うこ とが で き 、 余 裕 の あ る 時 間 の 中 で 自分 自
身 を 見 つ め る こ とが で き 、様 々 な 背 景 か ら全 日制 高 校 に 進 学 で き
な か つ た 生 徒 の 居 場 所 と して の 役 割 も は た して い る か ら で あ る。
つ ま り、 誰 で も通 え る学 校 で あ り、 ゆ つ く り学 習 で き る 学 校 で あ
る こ とが 理 由 の 一 つ と して 挙 げ られ る だ ろ う。
しか し、 多 様 な 困 難 を抱 え た 生 徒 を 受 け 入 れ る反 面 で 、 生 徒 の
持 つ 困 難 の 様 相 は 複 雑 化 して き て い る。2012年の 「高 等 学 校 定 時
制 課 程 ・ 通 信 制 課 程 の あ り方 に 関 す る調 査 研 究 」 で は在 籍 者 の 多
年 齢 、 不 登 校 経 験 率 31.3%、外 国 籍 率 3.0%、母 子 家 庭 率 26.5%、
父 子 家 庭 率 4,9%、学 習 障 害 率 2.9%、そ の 他 の 発 達 障 害 率 4.0%、
通 院 歴 率 5.0%、療 育 手 帳 ・ 障 害 者 手 帳 率 0.9%、と非 常 に 高 い 割
合 で 多 様 な 困 難 を 抱 え た 生 徒 が 入 学 して く る こ と が 明 ら か に な
つ て い る(文部 科 学 省 ,2012)。
ま た 、 報 告 書 に よ つ て 生 徒 の 様 相 に は ば らつ き が あ り、 定 時 制
高 校 に 在 籍 す る 特 別 な 教 育 的 支 援 を 必 要 と す る 生 徒 に 関 す る 調
査 で は 「学 習 面 か 行 動 面 で 著 しい 困 難 を示 す 」 と評 価 され た 生 徒
の 割 合 が42.6%(松浦 ・ 吉 田,2007)と大 変 多 くの 生 徒 が 困 難 を 抱
え て い る こ とが 明 らか に な っ て お り、 行 動 面 に お い て は 怠 学 や 非
行 な どの 問題 行 動 が 多 い こ と も指 摘 され て い る(吉田,2007)。2009
年 の 文 部 科 学 省 の 高 等 学 校 に 在 籍 す る 発 達 障 害 の 生 徒 に 関 す る
調 査 報 告 「発 達 障 害 等 困 難 の あ る生 徒 の 中 学 校 卒 業 後 に お け る 進
路 に 関 す る 分 析 結 果 (概要 )」 で は 「高 等 学 校 全 体 の 発 達 障 害 の
生 徒 の 在 籍 率 は 約 2.2%であ り、 課 程 別 で は 全 国制 課 程 で 1.8%、
定 時 制 課 程 で 14.1%であ る こ とが 明 らか に され て お り、 定 時 制 課
程 に お い て は 、発 達 障 害 等 困 難 の あ る 生 徒 が 多 く在 籍 して い る こ
とか ら生 徒 の 抱 え る課 題 を十 分 に把 握 し、 重 点 的 に 体 制 整 備 に 取
り組 む べ き で あ る 」 (文部 科 学 省 ,2009)と報 告 され て い る。
高 等 学 校 定 時 制 課 程 に お い て は 多 様 な 困 難 を 持 つ 生 徒 の 進 学
先 と して の 存 在 意 義 が あ り、 同 時 に そ れ らの 困難 に 対 応 す る支 援
の 必 要 性 が 明 確 に な つ て い る。
そ の よ うな 、 現 状 に 対 応 す る た め に 定 時 制 課 程 独 自の 取 組 と し
て チ ャ レ ン ジ 事 業 が お こ な わ れ て お り、様 々 な入 学 動 機 や 学 習 歴
を持 つ 者 が 学 ん で い る定 時 制 課 程 の 改 善 ・ 充 実 に 資 す る 実 践 研 究
を行 つ て い る (文部 科 学 省 ,2009)。ま た 、こ の よ うな 対 応 の 中 で 特
に 、 高 等 学 校 に お け る発 達 障 害 支 援 モ デ ル 事 業 で は 実 際 に 実 践 及
び 研 究 を行 い 一 定 の 成 果 が 報 告 され て い る。 発 達 障 害 支 援 モ デ ル
事 業 で は 2009年～2011年ま で に 、 述 べ 60校以 上 が発 達 障 害 支
援 モ デ ル 校 に 指 定 され 発 達 障 害 の あ る 生 徒 の 支 援 に つ い て 研 究
が 行 わ れ て き た 。 2009～2011年度 の 発 達 障 害 支 援 指 定 モ デ ル 校
39校で の「発 達 障 害 の あ る生 徒 に 対 す る授 業 や テ ス トに お け る 評
価 方 法 等 の 工 夫 」 に つ い て 成 果 報 告 か らは 「授 業 、 テ ス トに お け
る指 導 方 法 の 改 善 や 配 慮 に よ っ て 、 生 徒 が 授 業 が わ か る よ うに な
り、 積 極 的 に 取 り組 む 姿 勢 が 見 られ た 。 ま た 、指 導 す る 側 に と つ
て も、指 導 しや す く な っ た 」(静岡 県 立 浜 松 大 平 台 高 等 学 校 ,2008)、
「テ ス トや 評 価 に お い て 配 慮 を す る こ とに よ り、在 校 生 の 8害1が
不 登 校 経 験 者 で あ る 中 で 、 7割を超 え る生 徒 が 登 校 で き た こ と が
挙 げ られ る 」 (東京 者5立世 田谷 泉 高 等 学 校 ,2008)。との 成 果 報 告
が され て い る。 ま た 、 これ らは 各 教 科 で は な く、 学 校 全 体 で の 共
通 の 取 組 と して 行 つ て お り、学 校 全 体 で の 指 導 方 針 が 授 業 で の 支
援 状 況 を左 右 して い る こ と も示 唆 され る。 こ の よ うに 、 学 校 全 体
で の授 業 支 援 の 取 り組 み が 「分 か る授 業 」 に な り生 徒 の や る気 を
育 て 、授 業 以 外 の 生 徒 の 学 校 生 活 ま で 良 い 影 響 を 与 え て い る こ と
が 示 唆 され る。
しか しな が ら、 一 定 の 成 果 報 告 は あ る も の の 高 等 学 校 定 時 制 課
程 に お い て は 特 に 特 別 支 援 教 育 の 必 要 性 が 高 い 学 校 で あ る こ と
は 明 らか に され て は い る が 、 依 然 と して 高 等 学 校 定 時 制 課 程 に 在
籍 す る 生 徒 の 多 様 な 困 難 か ら生 じ る 高 校 生 活 に お け る 困 難 の 様
相 や 、 困 難 に 対 す る具 体 的 な 取 組 方 法 に 関 す る先 行 研 究 は 見 受 け
られ な い 状 況 で あ る`また 、 退 学 率 に
つ い て も公 立 の全 日制 普 通
科 が 0.9%であ る の に対 し公 立 の 定 時 制 課 程 は 11.9%(文部 科 学
省 ,2012)と大 変 多 くの 生 徒 が 退 学 して い る こ とか ら も 多 様 な 困
難 を持 つ 生 徒 の 高 校 生 活 の 様 相 は 良 好 で あ る とは 考 えづ らい 。 こ
れ らの 現 状 に 対 応 す る た め に も 今 後 ま す ま す 調 査 研 究 が 必 要 に
な っ て く る で あ ろ う。
第 3節本 研 究 の 目的
特 に 特 別 支 援 教 育 の 必 要 性 が 高 い 高 等 学 校 定 時 制 課 程 に 着 目
し、 高 等 学 校 定 時 制 課 程 の 生 徒 の 多 様 な 困 難 か ら生 じ る 高 校 生 活
の 様 子 と学 級 担 任 の 取 組 を 明 ら か に す る こ と に よ つ て 今 後 の 高
等 学 校 定 時 制 課 程 で 多 様 な 困 難 を 持 っ た 生 徒 へ の 取 組 の 在 り方
を検 討 す る こ と を 目的 とす る。
第 2章
高 等 学 校 定 時 制 課 程 で の 質 問 紙 調 査
第 1節目的
X県の 高 等 学 校 定 時 制 課 程 に お い て の 生 徒 の 多 様 な 困 難 か ら生
じ る 高 校 生 活 で の 困 難 の 様 子 と学 級 担 任 の 取 組 の 現 状 と課 題 を
把 握 す る た め に 質 問 紙 調 査 を 実 施 す る。
第 2節方 法
1.対象
X県の 高 等 学 校 定 時 制 課 程 21校に 勤 務 す る学 級 担 任 を 対 象 に 、
質 問 紙 調 査 を行 っ た も 学 級 担 任 の 人 数 は 、 事 前 に 各 対 象 学 校 の ホ
ー ムペ ー ジ か ら学 級 数 を調 査 し 194学級 の 学 級 担 任 を対 象 に し た。
な お 、 回 収 率 は 21校中 19校か ら返 送 が あ り、194学級 の 学 級 担
任 の 内 132名か ら回 答 が あ り 68.0%であ っ た 。 そ の うち 、回 答 不
備 の 6名を 除 い た 126名の 回 答 を最 終 的 な 有 効 回 答 数 (64.9%)と
し、 す べ て の 質 問 項 目に お い て 、 そ れ ぞ れ の 項 目の 回 答 状 況 を 集
計 した 。
2.調査 方 法
質 問 紙 の 作 成 に お い て は 、 千 葉 教 育 総 合 セ ン タ ー の 「高 等 学 校
に お け る学 び を支 え る た め の 支 援 ガ イ ドブ ッ ク」 か ら 「行 動 の 気
に な る生 徒 の チ ェ ッ ク リス ト」 と 「先 生 の 授 業 作 リチ ェ ック シ ー
ト」 の 質 問 項 目 と発 達 障 害 支 援 モ デ ル 事 業 の 報 告 書 を参 考 に し た。
これ らの 原 案 に 基 づ い て 、大 学 教 員 1名と特 別 支 援 教 育 を専 攻 し
て い る 大 学 院 生 7名に 回 答 と修 正 を 依 頼 し研 究 の 目的 に 合 わせ て
質 問 紙 を作 成 した (巻末 資 料 1)。質 問 紙 は 各 校 に 直 接 郵 便 に て 配
布 し、 各 ク ラ ス の 学 級 担 任 に配 布 を 依 頼 した 。 各 学 校 で 取 りま と
め た も の を レ タ ー パ ック に入 れ 、調 査 者 宛 て に郵 送 して も らい 回
収 した 。
3.調査 期 間
調 査 期 間 は 2013年7月 8日～ 7月 31日で あ つ た 。
4.調査 内容
質 問 紙 は 、「 1。今 年 度 担 当 して い る 学 級 に つ い て 」2項目、「2.
授 業 時 に お い て 14領域 に 困 難 が あ る 生 徒 の 様 子 」 20項目、「3.
授 業 時 に 学 級 担 任 が 心 が け て い る こ と」8項目、「4.テス トの 配
慮 ・ 学 習 の 評 価 で 学 級 担 任 が 行 つ て い る こ と」1項目、「5。 授 業
時 に お い て 学 級 担 任 が 課 題 で 感 じて い る こ と」 1項目、 の 5つに
分 け て 構 成 した 。
第 3節結 果 と考 察
1.学級 担 任 が 受 け 持 つ て い る 学 級 に つ い て
(1)学級 担 任 が 受 け 持 つ て い る 学 年 お よ び
単 位 制
学 級 担 任 が 受 け持 つ て い る 学 年 の
内 訳 は 、 1年38人(30.1%)、2年26
人 (20.6%)、3年27人(21.4%)、4年
19人(15.0%)、単 位 制 16人(12.6%)
で あ っ た 。 (Fig。2‐1)
(2)受け持 ち の 学 級 の 生 徒 の 在 籍 者 数
学 級 担 任 が 受 け 持 ち の
学 級 の 生 徒 の 在 籍 人 数 は 、
3人か ら 39人と大 き な ば
らつ き が あ つ た 。学 級 の 生
徒 の 平 均 在 籍 数 は 22.1人
で あ つ た 。 (Table 2‐1)
Table 2-1学級 の生 徒 の在 籍 者 数
(3)学級 担 任 が 受 け 持 っ て い る 学 級 に つ い て の 考 察
学 年 が あ る 学 年 制 だ け で な く生 徒 が 柔 軟 に 授 業 を 組 む こ と が
で き る 単 位 制 も 1割ほ どあ る。 ま た 、 学 級 の 人 数 も全 日制 高 校 に
比 べ て 少 な い 。 定 時 制 課 程 に 入 学 して く る 多 様 性 に 対 応 す る た め 、
カ リキ ュ ラ ム の 在 り方 や 学 級 の 人 数 を 少 な く して 個 別 に 対 応 す
る た め の 学 校 体 制 が あ る こ とが 伺 え る。
(30.1%)
Fig.2‐1学級担任の受け持ちの学年
生 徒 数 学 級 数 生 徒 数 学 級 数
3 1 21 3
6 1 22 3
7 2 23 5
8 3 24 5
9 3 25 4
10 3 26 9
3 27 3
12 4 28 6
13 1 29 10
14 4 30 2
15 3 31 6
16 7 32 5
17 4 33 3
18 1 34 1
19 7 35 3
20 8 39 3
2.生徒 の 聞 く力 に つ い て
(1)一斉 授 業 を して い る 時 に 、 頻 繁 に 教 師 の 指 示 を理 解 で き な い
生 徒 の 有 無
「一 斉 授 業 を して い る 時 に 、
頻 繁 に 教 師 の 指 示 を理 解 で き な
い 」 よ うに 見 受 け られ る 生 徒 が
い る と回 答 した 学 級 担 任 は 103
人 (81.7%)、い な い と回 答 した 人
は 22人(17.4%)、わ か らな い と
答 え た 人 は 1人(0.7%)であ つ た 。
(Fig.2‐2)
「一 対 一 の 会 話 で あ つ て も 、 頻
繁 に 会 話 の 内 容 を 聞 き も ら し て し
ま う」 よ うに 見 受 け られ る 生 徒 が
い る と 回 答 した 学 級 担 任 は 84人
(66.6%)、い な い と回 答 した 人 は 33
人 (26。1%)、わ か らな い と答 え た 人
は 8人(6.3%)であ つ た 。 (Fig.2‐3)
1人
7%)
Fむ、2受一斉I餐業でi旨示を理解できななヽ
い獄しヽ
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(2)一斉 授 業 を して い る 時 に 、頻 繁 に 教 師 の 指 示 を理 解 で き な い 生
徒 の 在 籍 率
一 斉 授 業 を して い る 時 に 、 頻 繁 に教 師 の 指 示 を 理 解 で き な い よ
うに 見 受 け られ る生 徒 の 在 籍 率 は 19.4%であ つ た 。 (Table 2‐2)
(3)一対 一 の 会 話 で あ つ て
ま う生 徒 の 有 無
も ら して しの 内 容 を 聞 き
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Table 2-2-斉授 業 で指 示 を理 解 できない生 徒 の在 籍 率
人 数 在 籍 率
一 斉 授 業 をしている時 に、頻 繁 に教 師 の指
示 を理 解 できないように見 受 けられる生 徒
543人 19.4%
生 徒 総 数 2788人
わからな
熱3,・3-封―命金話を聞れ らす
(4)一対 一 の 会 話 で あ っ て も、
ま う生 徒 の 在 籍 率
一 対 一 の 会 話 で あ っ て も、
し ま う よ う に 見 受 け ら れ る
(Table 2‐3)
頻 繁 に会 話 の 内 容 を 聞 き も ら して し
頻 繁 に会 話 の 内 容 を 聞 き も ら して
生 徒 の 在 籍 率 は 10.9%であ つ た 。
Table 2-3-対― の会 話 の内 容 を聞 きもらす生 徒 の在 籍 率
(5)生徒 の 間 く力 に つ い て の 考 察
聞 く力 で は 非 常 に 多 くの 生 徒 が か な りの 弱 さ を 持 っ て い る。 学
級 内 の 在 籍 率 も高 く、全 体 指 示 で は 口頭 の み の 指 示 だ け で は な く
実 際 に 書 い て 示 す な どの 、 視 覚 的 な 情 報 で 伝 え る工 夫 が 必 要 で あ
る と考 え られ る。 個 別 対 応 の 際 に も 、 口頭 の み の 指 示 で は伝 わ り
に くい 生 徒 が い る た め 、 個 別 対 応 で は メ モ を 渡 す な ど残 る形 で 伝
え た りす る必 要 が あ る よ うに 見 受 け られ る :
人 数 在 籍 率
一 対 ― の会 話 であつても、頻 繁 に会 話 の内
容 を聞 きもらしてしまうように見 受 けられる生 徒
304人 10.9%
生 徒 総 数 2788人
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3.生徒 の 話 す 力 に つ い て
(1)発表 をす る と き に 言 葉 に つ ま つ て
「発 表 を す る と き に 言 葉 に つ ま
っ て しま う」 よ うに 見 受 け られ る
生 徒 が い る と回 答 した 学 級 担 任 は
86人(68.2%)、い な い と回 答 した 人
は 22人(17.4%)、わ か らな い と答
え た 人 は 18人(14.2%)であ つ た 。
(Fig。2‐4)
「 自分 の 考 え を 、 相 手 に 伝 わ る
よ うに 説 明 す る こ と が で き な い 」
よ うに 見 受 け られ る 生 徒 が い る と
回 答 した 学 級 担 任 は 98人(77.7%)、
い な い と 回 答 し た 人 は 21人
(16.6%)、わ か らな い と答 え た 人 は
7人(5.5%)であ つ た 。 (Fig。2‐5)
しま う生 徒 の 有 無
静からな
tt
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4142%
いなt毎
22ンヽ
(174%:
わからな
い
'メ
、
5%)
(16,6
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1      峯燎.2‐1発畿する湊 織警纂:こつまる
|
(2)発表 をす る と き に 言 葉 に つ ま つ て しま う生 徒 の 在 籍 率
発 表 す る と き に 言 葉 に つ ま っ て しま う生 徒 の 在 籍 率 は 15.8%
で あ つ た 。 (Table2‐4)
(3)自分 の 考 え を 、相 手 に伝 わ る よ うに説 明 す る こ とが で き な い 生
徒 の 有 無
しヽない
21人
Fな.2″S考え孝儀わろ裏争|ふ鋭明で華ない
…:
Table 2-4発表 をするときに言 葉 につまる生 徒 の在 籍 率
人 数 在 籍 率
発 表 をするときに言 葉 につまつてしまうよう
に見 受 けられる生 徒
441人 15.8%
生 徒 総 数 2788人
(4)自分 の 考 え を 、相 手 に伝 わ る よ うに 説 明 す る こ とが で き な い 生
徒 の 在 籍 率
自分 の 考 え を 、相 手 に伝 わ る よ うに 説 明 す る こ とが で き な い 生
徒 の 在 籍 率 は 19.4%であ つ た 。 (Table 2‐5)
(5)生徒 の 話 す 力 に つ い て の 考 察
話 す 力 で は 非 常 に 多 くの 生 徒 が か な りの 弱 さ を 持 っ て い る。 学
級 内 の 在 籍 率 も高 い 。 話 しや す い よ うな 学 級 全 体 で の 状 況 づ く り
の 工 夫 や 、 自分 の 考 え を話 す ま で の 話 す 内 容 の 整 理 をす る こ と か
らの指 導 の 工 夫 が 必 要 で あ る と考 え られ る。
丁ab!e2-5考えを伝 わるように説 明 できないように生 徒 の在 籍 率
人 数 在 籍 率
自分 の考 えを、相 手 に伝 わるように説 明
することができないように見 受 けられる生 徒
543人 19.4%
生 徒 総 数 2788人
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4.生徒 の 読 む 力 に つ い て
(1)教科 書 に 書 か れ て い る
生 徒 の 有 無
「教 科 書 に 書 か れ て い る 小 学 校
高 学 年 程 度 の 漢 字 が 読 め な い 」 よ
うに 見 受 け られ る 生 徒 が い る と 回
答 した 学 級 担 任 は 91人(72.2%)、
い な い と 回 答 し た 人 は 19人
(15.0%)、わ か らな い と答 え た 人 は
16人(12.6%)であ つ た 。 (Fig.2‐6)
小 学校 高 学 年 程 度 の漢 字 が読 め ない
:      
わ
TPな
16シk
(■2.6気
しヽない
19人
(15.0%)
F磁.244学ヽ校高学年め換字が続鏡 しヽ
(2)教科 書 に 書 か れ て い る小 学 校 高 学 年 程 度 の 漢 字 が 読 め な い
生 徒 の 有 無
教 科 書 に 書 か れ て い る 小 学 校 高 学 年 程 度 の 漢 字 が 読 め な い よ
うに 見 受 け られ る 生 徒 の 在 籍 率 は 16.2%であ つ た 。 (Table 2‐6)
Table 2-6小学校高 学 年 の漢 字 が読 めない生 徒 の在 籍率
(3)教科 書 を読 む と き に 文 中 の 語 句 を抜 か した り同 じ と こ ろ を
繰 り返 し読 ん で しま う生 徒 の 有 無
「教 科 書 を 読 む と き に 文 中 の 語
句 を 抜 か し た り同 じ と こ ろ を 繰 り
返 し読 ん で しま う」 よ うに 見 受 け
られ る と回 答 した 学 級 担 任 は 37人
(29,3%)、い な い と回 答 した 人 は 45
人 (35。7%)、わ か らな い と答 え た 人
は 44人(34.9%)であ っ た 。(Fig.2‐7)
F輔.2‐7文中の籍句を抜かしたりする
人 数 在 籍 率
教 科 書 に書 かれている小 学 校 高 学 年 程 度
の漢 字 が読 めないように見 受 けられる生 徒
453人 16.2%
生 徒 総 数 2788人
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(4)教科 書 を 読 む と き に 文 中 の 語 句 を 抜 か し た り同 じ と こ ろ を 繰
り返 し読 ん で しま う生 徒 の 在 籍 率
教 科 書 を 読 む と き に 文 中 の 語 句 を 抜 か し た り同 じ と こ ろ を 繰
り返 し読 ん で しま う生 徒 の 在 籍 率 は 5.5%であ つ た 。 (Table 2‐7)
(5)生徒 の 読 む 力 に つ い て の 考 察
読 む 力 で は 、 学 習 面 の つ まず き で 漢 字 が 読 め な い と思 わ れ る 生
徒 が 多 くい る。 ま た 、 そ の よ うな 中 で 学 習 障 害 の よ うな 生 徒 が 持
つ 能 力 そ の も の の 困 難 か ら読 む 力 が 弱 い 生 徒 も少 な か らず い る
と考 え られ る。 前 者 の 漢 字 が 読 め な い 生 徒 に つ い て は基 礎 学 力 を
つ け る小 学 校 。中 学 校 で の 不 登 校 な どが 原 因 と思 わ れ 、 日常 生 活
で 使 用 で き る 漢 字 の 読 み 書 き に つ い て の 学 習 が 必 要 で あ る と 考
え られ る。 ま た 、 直 接 的 に プ リン トや テ ス ト問 題 の 漢 字 に ル ビ を
振 る な ど も配 慮 も必 要 で あ ろ う。 ま た 、 読 み や す い レイ ア ウ トや
大 き い 字 で の 板 書 な ど を 心 が け る必 要 も あ る だ ろ う。
Table 2…7文中 の語 句 を抜 かしたり繰 り返 し読 んでしまう生 徒 の在 籍 率
人 数 在 籍 率
教 科 書 を読 むときに文 中 の語 句 を抜 かしたり同 じと
ころを繰 り返 し読 んでしまうように見 受 けられる生 徒
154人 5.5%
生 徒 総 数 2788人
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5.生徒 の 書 く力 に つ い て
(1)授業 中 、 指 示 が あ つ て
が で き な い 生 徒 の 有 無
も板 書 の 内容 を ノー トに書 き写す こ と
「授 業 中 、指 示 が あ つ て も板 書 の
内 容 を ノ ー トに 書 き 写 す こ と が で
き な い 」 よ うに 見 受 け られ る 生 徒
が い る と回 答 した 学 級 担 任 は 65人
(51.5%)、い な い と回 答 した 人 は 52
人 (41.2%)、わ か らな い と答 え た 人
は 9人(7.1%)であ っ た 。 (Fig.2‐8)
(2)授業 中 、 指 示 が あ つ て も板 書 の 内 容 を ノー トに 書 き 写 す こ と
が で き な い 生 徒 の 在 籍 率
授 業 中 、 指 示 が あ つ て も板 書 の 内 容 を ノー トに 書 き 写 す こ と
が で き な い よ うに 見 受 け られ る生 徒 の 在 籍 率 は 9.0%であ つ た 。
(Table 2‐8)
(3)感想 文 や 作 文 を 書 く 時 に 自分 の 考 え を ま と め て 文 章 に か く こ
が 出 来 な い 生 徒 の 有 無
|
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F燎.2・8メー ト1最機本寧気 とが響 ない
「感 想 文 や 作 文 を 書 く 時 に 自分
の 考 え を ま と め て 文 章 に か く こ と
が で き な い 」 よ うに 見 受 け られ る
生 徒 が い る と 回 答 した 学 級 担 任 は
100人(79.3%)、い な い と回 答 した
人 は 15人(11.9%)、わ か らな い と
答 え た 人 は 11人(8.7%)であ つ た 。
(Fig.2‐9)
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Tab:e2-8 ノートに書 き写 すことができない生 徒 の在 籍 率
人 数 在 籍 率
授 業 中 、指 示 があつても板 書 の内 容 をノートに
書 き写 すことができないように見 受 けられる生 徒
252人 9.0%
生 徒 総 数 2788人
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f嫁.2‐
'考
え憲縦とめて雛 とができななヽ
(4)感想 文 や 作 文 を 書 く時 に 自分 の 考 え を ま と め て 文 章 に 書 く
こ と が で き な い 生 徒 の 在 籍 率
感 想 文 や 作 文 を 書 く 時 に 自 分 の 考 え を ま と め て 文 章 に 書 く
とが で き な い よ うに 見 受 け られ る 生 徒 の 在 籍 率 は 19.1%であ つ
(Table 2‐9)
Table 2-9考えをまとめて文 章 に書 くことができない生 徒 の在 籍 率
(5)生徒 の 書 く力 に つ い て の 考 察
書 く力 で は 多 くの 生 徒 が 書 く力 に 弱 さを持 っ て い る。 書 く力 に
お い て は 板 書 を 見 て ノ ー トに 写 す とい う書 く力 よ りも、 感 想 文 や
作 文 と い つ た 自分 の 考 え を ま と め て 書 く と い う作 業 に 弱 さ を も
っ た 生 徒 の ほ うが 多 い 結 果 とな つ て い る。 これ ら の こ と か ら も 、
書 き 写 す だ け の 書 く と い う作 業 の 指 導 の み に 着 目す る だ け で は
な く、 書 き た い こ と を 書 くま で の 過 程 に お い て の 指 導 も必 要 で あ
る と考 え られ る。
?」
?
人 数 在 籍 率
感 想 文 や作 文 を書 く時 に自 分 の考 えをまとめて
文 章 に書 くことができないように見 受 けられる生 徒
533人 19.1%
生 徒 総 数 2788人
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6.生徒 の計 算 す る力 につ い て
(1)簡単 な 四則 計 算 が で き な い生徒 の有 無
「簡 単 な 四則 計 算 が で き な い 」
よ うに 見 受 け られ る 生 徒 が い る
と 回 答 し た 学 級 担 任 は 74人
(58.7%)、い な い と回 答 した 人 は
34人(26.9%)、わ か らな い と答 え
た 人 は 18人(14.2%)であ つ た 。
(Fig.2‐10)
F燎` 2-10鶴蟻鐘勲留;計縦ができなt,
(2)簡単 な 四則 計 算 が で き な い 生
徒 の 在 籍 率
簡 単 な 四 則 計 算 が で き な い よ うに 見 受 け られ る 生 徒 の 在 籍 率
は 12.5%であ つ た 。 (Table 2‐10)
Table 2-10簡単 な四 則 計 算 ができないように見 受 けられる生 徒 の在 籍 率
人 数 在 籍 率
簡 単 な四 則 計 算 ができないように
見 受 けられる生 徒
351人 12.5%
生 徒 総 数 2788人
(3)四則 混 合 の 計 算 が で き な い 生 徒 の
「 四 則 混 合 の 計 算 が で き な い 」
よ う に 見 受 け られ る 生 徒 が い る と
回 答 した 人 は 88人(69.8%)、い な
い と回 答 した 人 は 11人(8,7%)、わ
か ら な い と 答 え た 人 は 27人
(21.4%)であ つ た 。 (Fig.2‐11)
有 無
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F彗、2■1鶴興り濃含め精算がでなない
(4)四則 混 合 の 計 算 が で き な い 生 徒 の 在 籍 率
四則 混 合 の 計 算 が で き な い よ うに 見 受 け られ る 生 徒 の 在 籍 率
は 17.7%であ つ た 。 (Table 2‐11)
Table 2-11四則 混 合 の計 算 ができない生 徒 の在 籍 率
(5)生徒 の 計 算 す る 力 に つ い て の 考 察
計 算 す る力 で は 多 く の 生 徒 が 計 算 す る力 に 弱 さ を持 っ て い る 。
計 算 す る力 に お い て は 、 本 来 で あ れ ば 小 学 校 で 学 習 す る 四則 計 算
や 四 則 混 合 の 計 算 と い っ た 計 算 が で き な い 生 徒 が 多 数 い る こ と
か ら も 、 高 等 学 校 で の 教 育 課 程 で の 数 学 は 行 うに は 難 しい 様 相 が
伺 え る。 小 学 校 高 学 年 か らの 基 礎 的 な 計 算 練 習 を復 習 す る時 間 を
授 業 に設 け た りす る な ど、基 本 的 な 計 算 能 力 の 向 上 が 求 め られ る
と考 え られ る。
人 数 在 籍 率
四 則 混 合 の計 算 ができないように見 受 けら
れる生 徒
496人 17.7%
生 徒 総 数 2788人
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7.生徒 の 推 論 す る力 に つ い て
(1)物語 の 人 物 の 心 情 を 問 う問 題 で は 、常 に 見 当違 い の 回 答 を す る
生 徒 の 有 無
「物 語 の 人 物 の 心 情 を 問 う問
題 で は 、常 に 見 当 違 い の 解 答 を
す る」よ うに 見 受 け られ る生 徒
が い る と 回 答 し た 学 級 担 任 は
39人(30.9%)、い な い と回 答 し
た 人 は 13人(10.3%)、わ か ら
な い と 答 え た 人 は 74人
(58.7%)であ つ た 。 (Fig.2‐12)
「理 科 な ど で 実 験 の 予 測 が で
き な い 」 よ う に 見 受 け られ る 生
徒 が い る と 回 答 した 学 級 担 任 は 、
29人(23.0%)、い な い と回 答 した
人 は 11人(8.7%)、わ か らな い と
答 え た 人 は 86人(68.2%)であ つ
た 。 (Fig.2‐13)
棘しヽ
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F総.2‐12鶴籍蛉心機 就めなしヽ
(2)物語 の 人 物 の 心 情 を 問 う問 題 で は 、 常 に 見 当 違 い の 回 答 を
す る生 徒 の 在 籍 率
物 語 の 人 物 の 心 情 を 問 う問 題 で 、 常 に 見 当違 い の 回 答 を す る よ
うに 見 受 け られ る 生 徒 の 在 籍 率 は 5.5%であ つ た 。 (Table 2‐12)
(3)理科 な どで 実 験 の 予 測 が で き な い 生 徒 の 有 無
わからな
り｀
86`ヘ
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いなしヽ
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丁able 2-12物語 の心 情 を読 めない生 徒 の在 籍 率
人 数 在 籍 率
物 語 の人 物 の心 情 を問 う問 題 で、常 に見 当 違
いの回 答 をするように見 受 けられる生 徒
156人 5.5%
生 徒 総 数 2788人
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Fなか13実験①予測ができない
(4)理科 な どで 実 験 の 予 測 が で き な い 生 徒 の 在 籍 率
理 科 な ど で 実 験 の 予 測 が で き な い よ うに 見 受 け られ る 生 徒 の
在 籍 率 は 5.5%であ つ た 。 (Table 2‐13)
(5)生徒 の 推 論 す る力 に つ い て の 考 察
推 論 す る力 に お い て は 、 質 問 項 目の 設 定 が 悪 く 「わ か らな い 」
と答 え た 学 級 担 任 が 半 数 以 上 で あ っ た6推論 す る力 に 弱 さ を持 つ
生 徒 の 正 確 な 在 籍 状 況 は把 握 で き な か つ た 。 しか しな が ら、 少 な
か らず 推 論 す る 力 に 弱 さ を も つ た 生 徒 は 在 籍 して い る こ と か ら
も今 後 も質 問 項 目 を 変 え て 調 査 す る必 要 が あ る だ ろ う。
Table 2-13実験 の予 測 ができない生 徒 の在 籍 率
人 数 在 籍 率
理 科 などで実 験 の予 測 ができないように
見 受 けられる生 徒
154人 5.5%
生 徒 総 数 2788 人
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8.生徒 の 粗 大 運 動 能 力 に つ い て
(1)教室 内 で 、 止 ま っ て い る人 や 物 に よ くぶ つ か る 生 徒 の 有 無
「教 室 内 で 、 止 ま っ て い る 人
や 物 に よ くぶ つ か る 」 よ うに 見
受 け られ る 生 徒 が い る と 回 答 し
た 学 級 担 任 は 15人(11.9%)、い
な い と 回 答 し た 人 は 76人
(60.3%)、わ か らな い と答 え た 人
は 35人(27.7%)であ つ た 。
(Fig.2‐14) 〔燎,2‐l(人や勧縫よく毬 つヽかる
(2)教室 内 で 、 止 ま つ て い る人 や 物 に よ くぶ つ か る 生 徒 の 在 籍 率
教 室 内 で 、 止 ま っ て い る 人 や 物 に よ くぶ つ か る よ うに 見 受 け ら
れ る生 徒 の 在 籍 率 は 1.1%であ つ た 。 (Table 2‐14)
(3)生徒 の粗 大運 動 の能 力 につ い て の考 察
粗 大 運 動 に つ い て の 力 に 弱 さ を持 つ た 生 徒 は あ ま りい な か つ
た。 しか し、少 な か らず 粗 大 運 動 につ い て の力 に弱 さを持 った 生
徒 も在 籍 す るた め 、体 育 な どで の運 動 面 で の個 別 の配 慮 が必 要 に
な つて くる生徒 もい る と思 われ る。
わからな
しヽ
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Tab:e2-14人や物 によくぶつかる生 徒 の在 籍 率
人 数 在 籍 率
教 室 内 で、止 まつている人 や物 によくぶ
つかるように見 受 けられる生 徒
31人 1.1%
生 徒 総 数 2788人
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9。生 徒 の 微 細 運 動 の 能 力 に つ い て
(1)簡単 な 工 作 が で き な い 生 徒 の 有 無
「簡 単 な 工 作 が で き な い 」 よ う
に 見 受 け られ る 生 徒 が い る と 回 答
した 学 級 担 任 は 29人(23.0%)、い
な い と回 答 した 人 は 37人(29。3%)、
わ か ら な い と 答 え た 人 は 60人
(47.6%)であ つ た 。 (Fig。2…15)
'電
.245簡単な鷺作ができない
(2)簡単 な 工 作 が で き な い 生 徒 の 在
籍 率
簡 単 な 工 作 が で き な い よ う に 見 受 け ら れ る 生 徒 の 在 籍 率 は
3.2%であ つ た 。 (Table 2‐15)
(3)生徒 の微 細 運 動 の 能 力 に つ い て の 考 察
微 細 運 動 の 能 力 に 弱 さ を持 つ た 生 徒 に つ い て は 「わ か らな い 」
と答 え た 学 級 担 任 が 約 半 数 お り、微 細 運 動 に つ い て の 力 に 弱 さ を
持 っ た 生 徒 の 正 確 な 在 籍 状 況 は 正 確 に は 把 握 す る こ と が で き な
か つ た 。 微 細 運 動 な どの 指 先 の 細 か い 動 き な どは 目立 た な い た め 、
「わ か らな い 」 と答 え た 学 級 担 任 が 多 か っ た の で は な い か と思 わ
れ る。
Tab:e2-15簡単 な工 作 ができない生 徒 の在 籍 率
人 数 在 籍 率
簡 単な工作 ができないように
見 受 けられる生徒
91人 3.2%
生 徒 総 数 2788人
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10。生 徒 の注 意 力 につ い て
(1)ロッカ ーや 机 の 中の片 づ けや 整 理 整 頓 が で き ない生 徒 の有無
「 ロ ッ カ ー や 机 の 中 の 片 づ け
や 整 理 整 頓 が で き な い 」 よ う に
見 受 け られ る 生 徒 が い る と 回 答
した 学 級 担 任 は 95人(75.3%)、
い な い と 回 答 し た 人 は 18人
(14.2%)、わ か らな い と答 え た 人
は 13人(10。3%)であ つ た 。
(Fig。2‐16)
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F慧.2■6整理整頓ができない
(2)ロッカー や 机 の 中の片 づ けや 整 理 整 頓 が で き ない生 徒 の在
籍 率
ロ ッカ ー や 机 の 中 の 片 づ けや 整 理 整 頓 が で き な い よ うに 見 受
け られ る生徒 の在 籍 率 は 21.9%であ つた。 (Table 2‐16)
(3)生徒 の 注 意 力 に つ い て の 考 察
注 意 力 に 弱 さ を持 っ た 生 徒 が 非 常 に 多 か つ た 。7割以 上 の 定 時
制 課 程 の 学 級 で 注 意 力 に 弱 さ を持 つ た 生 徒 が お り、 そ の 在 籍 率 も
非 常 に 多 い こ とか ら も、 学 習 環 境 の 整 備 が 必 ず 必 要 で あ る と思 わ
れ る。 在 籍 す る 生 徒 の 人 数 の 多 さか ら も個 別 で は な く学 級 全 体 の
課 題 と して 取 り組 む べ き で あ ろ う。
Table 2-16整理 整 頓 ができない生 徒 の在 籍 率
人 数 在 籍 率
ロッカーや机 の中 の片 づけや整 理 整 頓 ができないよ
うに見 受 けられる生 徒
611人 21.9%
生 徒 総 数 2788人
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H。生 徒 の落 ち着 い て行 動 で き る力 につ い て
(1)頻繁 に授 業 中 に席 を離 席 す る生 徒 の有 無
「 頻 繁 に 授 業 中 に 席 を 離 席 す わからな
る 」 よ うに 見 受 け られ る 生 徒 が い
る と 回 答 し た 学 級 担 任 は 64人
(50.7%)、い な い と回 答 した 人 は 59
人 (46.8%)、わ か らな い と答 え た 人
は 3人(2.3%)であ つ た 。
(Fig.17)
F慧。2■7糠難(こ携業中に障を鐘驚する
(2)頻繁 に授 業 中 に 席 を離 席 す る 生 徒 の 在 籍 率
頻 繁 に 授 業 中 に 席 を 離 席 す る よ うに 見 受 け られ る 生 徒 の 在 籍
率 は 6.2%であ つ た 。 (Table 2‐17)
(4)生徒 の 落 ち着 い て 行 動 で き る力 に つ い て の 考 察
落 ち 着 い て 行 動 で き る 力 に 弱 さ を 持 つ た 生 徒 は 半 数 の 学 級 で
い た 。 落 ち着 つ い て 行 動 で き な い こ とで 頻 繁 に 授 業 中 に離 席 して
し ま う生 徒 が 在 籍 して い る こ と は 授 業 の 流 れ を 止 め 深 刻 な 授 業
崩 壊 に 繋 が る原 因 に な る 可 能 性 が あ る と思 わ れ る。 ま た 、 学 級 に
よ つ て は 1人だ け で な くそ の よ うに 見 受 け られ る 生 徒 が 複 数 人 い
る こ と か ら も授 業 の チ ー ム チ ー チ ン グ な ど の 支 援 体 制 が 必 要 で
あ る と思 わ れ る。
Tab:e2-17頻繁 に授 業 中 に席 を離 席 する生 徒 の在 籍 率
人 数 在 籍 率
頻 繁 に授 業 中 に席 を離 席 する
ように見 受 けられる生 徒
173人 6.2%
生 徒 総 数 2788人
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12.生徒 の 自制 心 を持 つ て行 動 で き る力 につ い て
(1)授業 中で あ つて もお しやべ りを頻 繁 に して い る生徒 の有 無
「授 業 中 で あ つ て も お し や ベ
リ を 頻 繁 に して い る 」 よ うに 見
受 け られ る 生 徒 が い る と 回 答 し
た 学 級 担 任 は 104人(82.5%)、い
な い と 回 答 し た 人 は 19人
(15.0%)、わ か らな い と答 え た 人
は 3人 (2.3%)であ つ た 。
(Fig.2‐18) F嫁.2‐18授業申おしゃ
べりをする
(2)授業 中 で あ つ て も お しや べ りを頻 繁 に して い る生 徒 の 在 籍 率
授 業 中 で あ つ て も お し や べ り を 頻 繁 に し て い る よ うに 見 受 け
られ る生 徒 の 在 籍 率 は 19.2%であ つ た 。 (Table 2‐18)
(3)生徒 の 自制 心 を 持 つ て 行 動 で き る力 に つ い て の 考 察
自制 心 を 持 つ て 行 動 で き る 力 に 弱 さ を 持 つ た 生 徒 は 非 常 に 多
くい た 。 自制 心 を 育 て る た め に も学 級 の ル ー ル を 明 確 に提 示 した
り、 他 の 人 の 気 持 ち を 思 い や る た め の 集 団 で の 活 動 を 取 り入 れ る
こ とが 必 要 で あ る と思 わ れ る。
わからな
Table 2-18授業 中 おしやベ リをする生 徒 の在 籍 率
人 数 在 籍 率
授 業 中 であつてもおしゃべ りを頻 繁 にしている
ように見 受 けられる生 徒
537人 19.2%
生 徒 総 数 2788A
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13.生徒 の変 化 へ の適 応 力 につ い て
(1)校外 学 習 な ど初 め て の場 所 で は
の 有 無
「校 外 学 習 な ど初 め て の 場 面
で は 落 ち 着 い て 行 動 で き な い 」
よ う に 見 受 け られ る 生 徒 が い る
と 回 答 し た 学 級 担 任 は 48人
(38,0%)、い な い と回 答 した 人 は
37人(29.3%)、わ か らな い と答 え
た 人 は 41人(32.5%)であ つ た 。
(Fig.2‐19)
落 ち着 い て行 動 で き な い 生 徒
F鼈.2■9落ち警じ颯
“
骨動で議ない
(2)校外 学 習 な ど初 め て の 場 所 で は 落 ち 着 い て 行 動 で き な い 生 徒
の 在 籍 率
校 外 学 習 な ど初 め て の 場 所 で は 落 ち 着 い て 行 動 で き な い よ う
に 見 受 け られ る 生 徒 の 在 籍 率 は 10。1%でぁ っ た 。 (Table 2‐19)
Tab:e2-19校外 学 習 など初 めての場 所 では落ち着 いて行 動
できないように見 受 けられる生 徒 の在 籍 率
(3)生徒 の変化 へ の適 応 力 につ い て の考 察
変 化 へ の対応 力 に弱 さを持 つた生 徒 は約 4割の学級 で い た。前
も つ て 見 通 しが つ け る よ うに予 定 を伝 え る配 慮 な どが 必 要 で あ
ろ う。
人 数 在 籍 率
校 外 学 習 など初 めての場 所 では落ち着 いて行
動 できないように見 受 けられる生 徒
283人 10.1%
生 徒 総 数 2788人
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14.生徒 の 対 人 関係 を 構 築 す る力 に つ い て
(1)クラ ス の 中 で 友 達 関 係 が うま く作 れ な い 生 徒 の 有 無
「 ク ラ ス の 中 で 友 達 関 係 が う ま
く作 れ な い 」 よ うに 見 受 け られ る
生 徒 が い る と回 答 し た 学 級 担 任 は
94人(74.6%)、い な い と回 答 した 人
は 29人(23.0%)、わ か らな い と答
え た 人 は 3人(2.3%)であ つ た 。
(Fig。2‐20)
(2)クラ ス の 中 で 友 達 関 係 が うま く
ク ラ ス の 中 で 友 達 関 係 が うま く
生 徒 の 在 籍 率 は 10.8%であ つ た 。
F確.2‐20友避関係がうまく作れなしヽ
作 れ な い 生 徒 の 在 籍 率
作 れ な い よ うに 見 受 け られ る
(Table 2‐20)
Tab!e2-20友達 関 係 がうまく作 れない生 徒 の在 籍 率
人 数 在 籍 率
クラスの中 で友 達 関 係 がうまく作 れない
ように見 受 けられる生 徒
303人 10.8%
生 徒 総 数 2788人
(3)生徒 の 対 人 関 係 を構 築 す る力 に つ い て の 考 察
対 人 関 係 を 構 築 す る 力 に 弱 さ を 持 つ た 生 徒 が 非 常 に 多 くい た 。
エ ン カ ウ ン タ ー な ど積 極 的 に 対 人 関 係 を 築 く機 会 を 設 け る 必 要
が る だ ろ う。ま た 、学 校 生 活 で は 対 人 関 係 に配 慮 した 学 習 環 境 や 、
教 職 員 か ら の 積 極 的 な 関 わ りの 姿 勢 を 持 つ こ とが 必 要 で あ ろ う。
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15.生徒 の授 業 に 興 味 。関 心 を 持 つ て
(1)授業 に 興 味 を持 て な い 生 徒 の 有 無
取 り組 め る 力 に つ い て
しヽな爆ヽ
14入
(11.1%)
「授 業 に 興 味 を 持 て な い 」 よ う
に 見 受 け ら れ る 生 徒 が い る と 回
答 した 学 級 担 任 は 105人(83.3%)、
い な い と 回 答 し た 人 は 14人
(H。1%)、わ か ら な い と答 え た 人
は 7人(5.5%)であ つ た 。
(Fig。2‐21)
F壌.2‐21授業に興味を持てなしヽ
(2)授業 に 興 味 を持 て な い 生 徒 の 在 籍 率
授 業 に 興 味 を 持 て な い よ う に 見 受 け ら れ る 生 徒 の 在 籍 率 は
26.4%であ つ た 。 (Table 2‐21)
(3)生徒 の授 業 に 興 味・関 心 を持 つ て 取 り組 め る力 に つ い て の 考 察
授 業 に興 味 0関心 を 持 つ て 取 り組 め る力 に 弱 さ を持 っ た 生 徒 が
非 常 に 多 くい た 。 これ らの 状 況 は 、 定 時 制 課 程 に在 籍 して い る生
徒 の 持 つ 複 合 的 な 困 難 さか ら生 じて い る と考 え られ る。 今 回 の調
査 か ら、 す べ て の 質 問 項 目 に お い て の 困 難 を もつ 生 徒 が 在 籍 して
い る こ とが 明 らか に され た 。 ま た 、 多 くの 項 目で 非 常 に 多 くの 学
級 で 困 難 を 持 つ 生 徒 が 多 数 在 籍 して い た 。 これ らの こ とか ら も 、
複 合 的 な 困 難 さか ら授 業 に 興 味 。関 心 を持 つ て 取 り組 め な い 様 子
の 深 刻 さが 伺 え る。
Table 2-21授業 に興 味 を持 てないように見 受 けられる生 徒 の在 籍 率
人 数 在 籍 率
授 業 に興 味 を持 てないように
見 受 けられる生 徒
737人 26.4%
生 徒 総 数 2788人
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16.学級 担 任 の 学 級 経 営 で の 取 組 に つ い て
(1)学級 担 任 が 学 級 経 営 を行 う際 に 心 が け て い る事
学 級 担 任 が 学 級 経 営 を行 う際 に 心 が け て い る事 は 、「一 日の 活
動 の 予 定 の 見 通 しが 持 て る よ うに 予 定 を伝 え る 」65.4%、「ク ラ ス
の 中 の ル ー ル を わ か りや す く伝 え る 」55.5%、「生 徒 同 士 が 互 い の
良 さ を認 め合 う機 会 を つ く る 」34.9%、「教 師 は 生 徒 が 大 声 を 出 す 、
席 を離 れ る な どの 行 動 の 意 味 を 考 え る 」 34.9%、の 学 級 担 任 が 心
が け て い た 。 上 記 の 項 目以 外 で 「そ の 他 」 を選 択 し何 らか の 取 組
を 心 が け て い る 学 級 担 任 は 19.8%いた 。 学 級 経 営 に つ い て 「特 に
な し」 を選 択 した 学 級 担 任 は 4.4%であ つ た 。 (Fig.2‐22)
夢
a一日の活動の見進しが持てるように予定を伝える
bクラスの中のルールをわかりやすく撤締
c生徒向上が五tヽの良さを認め合う機会をべ る
d教師は生徒が大声を轟す、席を離れるなどの行動
の議味を考える
.19
34::
e特になし
fその機
難綱g。2・22学級機儀が学織経営を4予う1類ここころがけていること
(該当するものをすべて選 択 )
(2)学級 担 任 が 学 級 経 営 で 心 が け て い る事 の 「そ の 他 」 の 内 容
学 級 担 任 が 学 級 経 営 に つ い て 上 記 の 選 択 式 の 項 目以 外 で 心 が
け て い る こ と は 、「声 か け を す る 」「生 徒 に 考 え させ る 」「教 室 等
の 学 習 環 境 を整 え る 」「ル ー ル 」 等 に つ い て の 内容 で あ つ た 。
(Table 2‐22)
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丁able2-22学級 担 任 が学 級 経 営 で心 がけていることのその他 の回 答
(心がけていることを自 由 記 述 )
その他 の 内 容
・常 に観 察 を怠 らず、様 子 がおかしい場 合 声 かけをする
・話 しかけてくる子 には誠 意 を持 つて答 えるおとなしい子 にもこちらか声 をかける
・話 しかける
・1日一 回 は全 員 に声 をかけるようにしている
・できるだけ授 業 外 の時 間 も1対1で話 す機 会 をつくる
・やるべき事 を全 員 がわかるまで説 明 をする。どう感 じるかを考 えさせる
・生 徒 自 身 が行 動 を起 こすとき、相 手 がどう感 じるかを考 えさせる
・順 序 (発言 の順 番 )。丁 寧 にしすぎない(考えさせる)
・高 校 生 としてどうあるべき姿 になるのか考 えさせる
・自分 の行 動 が、周 りにどのような影 響 を与 えるかを考 えさせるような話 をする
・一 人 一 人 に責 任 を持 たすようにしている
・教 室 をきれいに保 つ
・教 室 をきれいに使 う
・クラスの雰 囲 気 をよくするため、 教 室 環 境 の整 備 を毎 日行 う
・その 日の生 徒 の様 子 を必 ず把 握 する
・指 示 は話 すだけでなく、必 ず板 書 する
・進 路 を意 識 させている
・感 情 的 にならず指 導 する
・周 りのクラスに迷 惑 をかけない
,一人 一 人 に役 割 をあたえる
・専 門 教 育 を通 じて、仲 間 意 識 を向 上 させる
・ルールをしつかりと守 らせるようにしている     |
・HRでの伝 達 にしかけをつくる クイズなど
・生 徒 が 自 主 的 に活 動 できるようにする
(3)学級 担 任 の 学 級 経 営 に つ い て の 考 察
学 級 担 任 の 学 級 経 営 で の 取 組 の 傾 向 で は 、「伝 え る こ と」 に 関
して の 取 組 に つ い て 心 が け られ て い る傾 向 が 見 られ た 。 生 徒 同 士
の 互 い の 良 さ を 認 め 合 う機 会 を 作 る こ とや 生 徒 の 行 動 の 意 味 を
考 え る こ と に つ い て は 比 較 的 心 が け られ て は い な か つ た 。 これ ら
は 、 質 問 紙 調 査 の 生 徒 の様 子 で 人 間 関 係 の 構 築 す る力 が 弱 い 生 徒
が 非 常 に 多 く在 籍 して い る こ とか ら も 、 生 徒 同 士 の 人 間 関係 に 敏
感 に な っ て い る の で は な い だ ろ うか 。 そ の 他 の解 答 に お い て 、 学
級 担 任 か ら生 徒 に 声 か け をす る 等 、 教 員 か ら生 徒 へ の働 き か け を
大 切 に して い る様 子 が 伺 え る。 ま た 、 生 徒 の 行 動 の 意 味 を 考 え る
こ と に つ い て は 学 級 経 営 と して あ ま り即 し て い な い 内 容 だ っ た
と思 わ れ る。
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17.学級 担 任 の 授 業 構 成 で の 取 組 に つ い て
(1)学級 担 任 が 授 業 を 実 施 す る に あ た つ て 心 が け て い る事
学 級 担 任 が 授 業 を 実 施 す る に あ た つ て 心 が け て い る事 は 「生 徒
の 実 態 に 合 わ せ て 目標 を設 定 す る 」75.3%、が 最 も 多 く続 い て「生
徒 が 興 味 を も て る よ うな 課 題 を 盛 り込 む 」 72.2%であ つ た 。 少 な
か つ た 項 目で は 「活 動 内 容 や 課 題 を い くつ か 用 意 し、 生 徒 が 選 択
で き る よ うに す る」 11.9%、「書 く時 間 、活 動 の 時 間 は 前 も つ て 提
示 す る」 34.1%、「机 間 指 導 の 時 間 を長 め に と つ て い る 」 37.3%等
で あ っ た 。 (Fig.2‐23)
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(2)学級 担 任 が 授 業 を 実 施 す る に あ た つ て 心 が け て い る事 の
「そ の 他 」 の 回 答
学 級 担 任 が 授 業 を 実 施 す る に あ た つ て 上 記 の 選 択 式 の 項 目以
外 で 心 が け て い る事 は 「伝 え方 」「プ リン ト」「 目標 設 定 」 等 に つ
い て の 内 容 で あ つ た 。 (Table 2‐23)
Tab!e2-23学級 担任 が授 業を実施するにあたつて心 がけているその他の内 容
(心がけていることを自由記述 )
その他 の内 容
・誰 でも答 えられる簡 単 な発 間 を多 く行 い自 信 をつけさせる。ゆつくり、繰 り返 し
話 をする。
・説 明 するときは、生 徒 の顔 を見 て話 す
・指 示 を具 体 的 にする
・1つの動 作 につき1つの指 示 をする。
・明 確 な指 示 を心 がけている
・同 時 にたくさん言 わない
・プリント学 習 を中 心 にして、その授 業 の分 はファイル にとじさせ 、回 収 する
・生 徒 の意 見 をきく。授 業 のフィードバックができるようにプリントに意 見 、要 望 等
の欄 をつくり自 由 にかかせる
。とりくませたことは、必 ず形 にして返 す、プリントにまとめる 日 頭 で全 員 に伝 える
など
・プリントには必 ず番 号 をつけて、板 書 を見 れ ば一 人 でとりくめるようにする。
・床・黒 板 など美 しい状 態 を保 つ
口「この時 間 はこれがわかつた」等 のポイントを用 意 する
・達 成 目標 を明 確 にする(検定 )
・理 解 度 の差 異 が大 きいので、一 番 下 に合 わせながらも
上 位 層 の子 にも努 力 させるような工 夫 をする(別課 題 など)
・わか りやすくするために図 をよく作 る
・板書を写す作業を多く入れている(休ませないように)
(3)学級 担 任 の 授 業 構 成 で の 取 組 に つ い て の 考 察
学 級 担 任 の 授 業 構 成 で の 取 組 の傾 向 は 、 生 徒 の 実 態 に 合 わ せ て
日標 を設 定 す る 、 生 徒 が 興 味 を持 て る話 題 を 盛 り込 む 、 励 ま しや
声 か け と い つ た こ と に 関 す る 取 組 に つ い て の 心 が け が 比 較 的 多
く され て い た 。これ らの 事 柄 は 、質 問 紙 調 査 で の 生 徒 の 様 子 か ら、
高 等 学 校 で の カ リ キ ュ ラ ム が 即 さ な い 生 徒 が い る 中 で 生 徒 の 実
態 に 即 した 授 業 構 成 を 心 が け て い た り、 生 徒 が 授 業 に 関 心 を持 て
な い 実 態 に対 応 して 興 味 を持 つ よ うな 話 題 を 盛 り込 ん だ り、 教 員
と生 徒 の 間 の 人 間 関 係 の 構 築 の た め に 声 か け 等 の 取 組 を 重 点 的
に 心 が け て い る と考 え られ る。 生 徒 の 実 態 か らそ れ らに 適 切 に 対
応 し よ う と して い る学 級 担 任 の 努 力 が 伺 え る 。
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18.学級 担 任 の 学 習 環 境 に つ い て の 取 組 に つ い て
(1)学級 担 任 が 学 習 環 境 に つ い て 心 が け て い る事
学 級 担 任 が 学 習 環 境 に つ い て 心 が け て い る事 は 「本 人 の 希 望 や
支 援 の しや す さ等 か ら座 席 の 配 慮 を して い る」47.6%、「旗 艦 指 導
や 生 徒 の 移 動 が しや す い よ う に 通 路 の ス ペ ー ス を 確 保 す る 」
30.1%、「必 要 の な い 掲 示 物 は しな い よ うに して い る」45.2%、「授
業 中 の ル ー ル を 明 確 に して 視 覚 的 に 掲 示 して い る」32.5%、「生 徒
が 授 業 等 で 作 成 した 作 品 を 教 室 に 展 示 す る 」6.3%の学 級 担 任 が 心
が け て い た 。 上 記 の 項 目以 外 で 「そ の 他 」 の 取 組 を選 択 した 学 級
担 任 は 7.1%であ っ た 。「特 に な し」 と答 え た 学 級 担 任 は 11.9%で
あ っ た 。 (Fig.2‐24)
a本人の希望や支援のしやすさ等から廃席の配
慮をしてしヽる
b机問指導や生徒|の移動がしやすしヽよう(こ通籍
のスペースを確保する
c必要のなしヽ掲示物は撚 tヽようにしてもヽる
d授集中のルールを明確にして視覚的に掲示し
ている
e生徒が授業等で作成した作品を教室に晨示
する
f特(こなし
腑al l
gその機
■‐1■ 1.I三´.111三二Iムi`II二|‐・ .
0  10 20  30 40 50 60  7(, 80 ,0 100 (%)
雛Hg。2‐24学級橿性が学習環境:こつtヽて心力ヽ すてしヽること
(該当するものをすべて選 択 )
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(2)学級 担 任 が 学 習 環 境 に つ い て 心 が け て い る 「そ の 他 」 の 内 容
学 級 担 任 が 学 習 環 境 に つ い て 上 記 の 選 択 式 の 項 目以 外 で 心 が
け て い る事 は「机 の 配 置 」「清 掃 」「机 の 整 頓 」等 の 内 容 で あ つ た 。
(Table2‐24)
Tab!e2-24学級 担 任 が学 習 環 境 について心 がけているその他 の内 容
(心がけていることを自由 記 述 )
その他 の内 容
・教 室 の清 掃 、机 の整 頓 を丁 寧 に行 う
・キレイにする
・クラスの活 躍 を写 真 をまじえて掲 示 する。ゴミを確 実 に捨 てさせる。
・机 の乱 れを始 業 前 に直 すようにしている
・前 の黒 板 には極 力 掲 示 物 をはらない
・整 理 整 とん
・教 室 を全 日制 と併 用 してため、始 まる前 とおわりに机 上 机 の上 に落 書 き、忘 れ物 が
ないか確 認 し、列 を整 えている
・机 を目 一 杯 はなす
(3)学級 担 任 の 学 習 環 境 で の 取 組 に つ い て の 考 察
学 級 担 任 の 学 習 環 境 で の 取 組 の傾 向 は 、座 席 の 配 慮 や 必 要 の な
い 掲 示 物 は しな い よ うに す る な どで あ っ た 。 これ らは 、 質 問 紙 調
査 の 生 徒 の 様 子 か ら も 注 意 力 に 弱 さ が あ る 生 徒 が 多 く い る こ と
か ら も 掲 示 物 を な くす こ と で 授 業 に 集 中 で き る よ うな 配 慮 で あ
る と考 え られ る。 座 席 の 配 慮 に つ い て も立 ち 歩 く生 徒 へ の 対 応 や
生 徒 の 人 間 関 係 に 配 慮 した 取 組 へ の 心 が け で あ る と考 え られ る。
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19.学級 担 任 の 板 書 の 仕 方 に つ い て
(1)学級 担 任 が 板 書 をす る と き に 、 心 が け て い る事
学 級 担 任 が 板 書 をす る と き に 、 心 が け て い る事 は 「文 字 を 詰 め
ず 、文 字 量 が 多 す ぎ な い よ うに す る 」55.5%、「見 や す い 大 き さで
書 く」86.5%、「教 師 の 板 書 の 時 間 を 短 くす る」26.9%、「教 科 書 ○
ペ ー ジ 、プ リ ン ト○ 番 と板 書 を す る 」53.9%、「重 要 箇 所 は 色 チ ョ
ー ク で 強 調 す る」80.9%、「板 書 の 書 式 を き め て い る」60.3%、「○
〇 分 ま で と終 わ りの 時 間 を板 書 に 書 い て い る」6.6%の学 級 担 任 が
心 が け て い た 。 上 記 の 項 目以 外 で 「そ の 他 」 の 取 組 を 心 が け て い
た 学 級 担 任 は 8.7%であ つ た 。特 に な に も 心 が け て い な い 学 級 担 任
は 3.1%であ っ た 。 (Fig.2‐25)
a文字をつめず、文字灘が簾すぎないようにする |
b見やすい大きさで家
e撥要箇所は色チ灘―クで強調する
|
|
f板書の書式(なから右へをくなど)を決めている |
g r00分ま鞠 と熟わりの時間を板警に警いている
|
h特になし
:その地
c教師の被書の時鑓を短くする |は隋躙隋玲瞼ン ,6.9
d教科書○ペーージ、プリント○番と板書をする
|
51.9
椰|
鞣
3.|
躙|″ :::|||.1,11
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鰹F七.2‐25学級捜任が板書をするときに心がllてtゝること
(該当するものをすべて選 択 )
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(2)学級 担 任 が 板 書 を す る 際 に 心 が け て い る 「そ の 他 」 の 内 容
学 級 担 任 が 板 書 を す る 際 に 上 記 の 選 択 式 の 項 目 以 外 の 心 が け
て い る 事 は 「生 徒 か ら 目 を 離 さ な い 」「プ リ ン トの 内 容 を 意 識 す
る 」「ル ビ を 振 る 」「ポ イ ン トだ け を 板 書 す る 」等 の 内 容 で あ つ た 。
(Table2‐25)
Tab:e2-25 学 級 担 任 が板書 をする際 に心 がけているその他 の内容
(心がけていることを自 由記 述 )
その他 の内 容
・5秒以 上 生 徒 から目をはなすことがないようにしている
・プリントに語 句 を埋 め込 む形 式 で授 業 を進 めているので
プリントと黒 板 がリンクしやすいように記 号 ☆○△を多 用 している
。板 書 してから話 す
・一 度 書 いたらできるだけ消 さないようにしている。消 す前 には確 認 をしている
・ポイントだけ板 書 する
。漢 字 を使 つて、ルビをうつ
ロルビを振 る
・テストに出 す箇 所 を明 示 する
・可 能 な限 り大 きな字 を書 く
・板 書 スペースを3つに区 切 る
(3)学級 担 任 の 板 書 の 仕 方 に つ い て の 考 察
学 級 担 任 の 板 書 仕 方 の 傾 向 と して 板 書 の 色 や 文 字 の 大 き さ と
い た 見 や す さ に 関 して の 取 組 が 心 が け られ て い た 。 質 問 調 査 か ら
聞 く こ とに 弱 さ を 持 つ 生 徒 が 多 い こ とか ら も 、板 書 で の 視 覚 的 に
見 や す い レイ ア ウ トに す る こ と な ど が こ こ ろ が け られ て い る と
か ん が え られ る。
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20。学 級 担 任 の ノ ー トや プ リ ン トの 指 導 に つ い て
(1)学級 担 任 が ノー トや プ リン トの 指 導 に つ い て 心 が け て い る事
学 級 担 任 が ノ ー トや プ リ ン トの 指 導 に つ い て 心 が け て い る 事
は 「ノー トを 取 る 時 間 を十 分 に確 保 す る 」61.9%、「プ リ ン トは 見
や す い レイ ア ウ トに 工 夫 す る 」57.9%、「生 徒 の 実 態 に応 じた プ リ
ン トや ワー ク シ ー トを 用 意 す る 」71.4%、「ノー トや プ リン トに 書
く内 容 と書 き方 を 具 体 的 に伝 え る」44.4%、「少 しで も書 け て い る
こ と を認 め て 励 ま す 」 35。7%の学 級 担 任 が 心 が け て い た 。 上 記 の
項 目以 外 で「そ の 他 」に つ い て 心 が け て い た 学 級 担 任 は 8.7%であ
っ た 。「特 に な し」 を選 択 した の は 3.1%の学 級 担 任 で あ つ た 。
(Fig.2‐26)
aノー トを取る時Futを十分に確保する
bプリントは見やすいレイアウト1こ工夫する
o生徒の実態に応したプリントやワークシート
を用意する
dノー トやプリントに各内容と警き方を具体的
に伝える
o少しでも警けてもヽることを認めて励ます
f特になし
=そ
の他 8。7
T卜11‐..11■1■1.三二I.
0  10 20 30 40 50 60 7● 30
鰺F増.2,26学級担任がノー トやプリントの指導について心力無すていること
(該当するものをすべて選 択 )
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(2)学級 担 任 が ノー トや プ リン トの 指 導 で 心 が け て い る 「そ の 他 」
の 内 容
学 級 担 任 が ノ ー トや プ リ ン トの 指 導 で 上 記 の 選 択 式 の 項 目 以
外 で 心 が け て い る事 は 「毎 回 コ メ ン トを書 く」「フ ァイ ル の 工 夫 」
「図 形 の 使 用 」 等 の 内容 で あ つ た 。 (Table 2‐26)
Table 2-26学級 担 任 がノー トやプリントの指 導で心 がけているその他 の内 容
(心がけていることを自由記 述 )
その他 の内 容
・毎 回 プリントを集 めて評 価 し、漢 字 の間 違 いの訂 正 やってできることにコメント
を書 く
・授 業 使 つたプリントはファイルにして毎 時 間 配 布 して回 収 する
・フアイルにはさみやすいようにあなをあける
・授 業 中 に行 う小 テスト用 の問 題 の一 覧 を必 ず作 り、あらかじめ渡 すようにして
いる。
・プリントは毎 回 チェックのために回 収 している
・危 機 感 を持 たせている
・自分 の考 えを書 かせるようにしている
・作 業 手 順 を例 示 しておく
。全 部 ルビをふる
・図 や絵 を多 用 している
(3)学級 担 任 の ノ ー ト・ プ リン トの 指 導 に つ い て の 考 察
学 級 担 任 の ノー ト・ プ リン トの 指 導 の傾 向 は 生 徒 の 実 態 に応 じ
た プ リン トや ワー ク シ ー トを 用 意 す る 、 ノ ー トを 書 く時 間 を十 分
に確 保 して い る こ とで あ っ た 。 これ ら は 、 質 問 紙 調 査 の 生 徒 の 様
子 か ら生 徒 の 実 態 は 様 々 で あ る こ とか ら も 、 様 々 な 実 態 に 対 応 す
る た め に 学 級 の レベ ル に 応 じて プ リ ン トや ワ ー ク シ ー トを 作 成
し対 応 して い る こ とが 伺 え る。 ま た 、 書 く こ とに 弱 さを持 つ 生 徒
が 多 く い る こ と か ら も 書 く時 間 を確 保 す る な ど の 配 慮 が され て
い る と考 え られ る。
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21.学級 担 任 が 教 材 ・ 教 具 の 使 用 に つ い て
(1)学級 担 任 が 教 材 ・ 教 具 の 使 用 に つ い て 心 が け て い る事
学 級 担 任 が 教 材 ・ 教 具 に つ い て 心 が け て い る事 は 「教 科 書 以 外
の機 器 や 教 材 を使 用 す る」50.7%、「イ ラ ス トや 写 真 、 フ ラ ッ シ ュ
カ ー ド等 を 視 覚 化 した 教 材 を使 用 す る 」34.1%。「実 物 見 本 を使 用
す る」 25.3%、「ICTを利 用 す る」 28.5%、の 学 級 担 任 が 心 が け て
い た 。上 記 の 項 目以 外 で の 「そ の 他 」を 選 択 した 学 級 担 任 は 4.7%
で あ っ た 。「特 に な し」を選 択 した の は 28.5%であ つ た 。(Fig.2‐27)
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
a教科犠以外の機器や教材を使用する
bイラストや写真、フラッシ魚カード等の視嘴編海
た教材を利用する
c賞物見本を使用する
d :Gを写1用する
e特になし
fその他
0  10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%)
数Fむ,2‐27学織機雛が教材"教凝の機用につしヽて心がけていること
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(2)学級 担 任 が 教 材 ・ 教 具 の 使 用 に つ い て 心 が け て い る 「そ の 他 」
の 内容
学 級 担 任 が 教 材 ・ 教 具 の 使 用 に つ い て 上 記 の 選 択 式 の 項 目以 外
で 心 が け て い る事 は 「プ リ ン トの 工 夫 」「教 材 の 選 定 」 等 の 内 容
で あ つ た 。 (Table 2‐27)
Tab!e2-27学級 担任 が教材・教具 の使用 について心 がけているその他 の内容
(心がけていることを自由記述 )
その他 の内 容
・プリントを教 科 書 の穴 うめにする。一 人 ひとり名 前 であてて、授 業 に興 味 を持 た
せる
・壊 れない物 を選 ぶ
・コンピュータの授 業 ではセンターモニターヘの教 師 画 面 の表 示 、教 室 では実 験 投
影 機 の活 用
口とにかくプリント学 習 が中 心 、液 晶 テレビなどを使 用 する
(3)学級 担 任 の 教 材 ・ 教 具 の使 用 につ い て の 考 察
学 級 担 任 が 教 材 ・ 教 具 の使 用 の傾 向 は教 科 書 以 外 の機 器 や 教 材
を使 用 す る こ とで あ つ た 。 これ らは 学 級 に よ つ て 異 な る様 々 な 生
徒 の 実 態 に 応 じ る た め に 教 科 書 以 外 で の 補 助 教 材 を 使 用 して い
る こ とが伺 え る。
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22.学級 担 任 の 指 示 の 出 し方 ・ 話 し方 に つ い て
(1)学級 担 任 が 指 示 の 出 し方 。話 し方 に つ い て 心 が け て い る事
学 級 担 任 が 指 示 の 出 し方 。話 し方 に つ い て 心 が け て い る 事 は
「板 書 を して い る と き に は説 明 しな い 」54.7%、「全 体 指 示 の 後 で 、
個 別 に指 示 をす る」41.2%、「適 切 な 声 量 で 、 間 を と り、 ゆ つ く り
話 す 」61.9%、「簡 潔 で わ か りや す い 言 葉 づ か い で 伝 え る 」62.6%、
「生 徒 が 話 そ う と して い る こ と を適 切 な こ とば で 表 現 した り、 補
つ た りす る」 55.5%の学 級 担 任 が 心 が け て い た 。 上 記 の 項 目以 外
で「そ の 他 」の 取 組 を 心 が け て い る 学 級 担 任 は 4.7%であ つ た 。「特
に な し」 を 選 択 した の は 3.1%であ つ た 。 (Fig.2‐28)
a板癬をしているときには説明しない
b全体指示の後で、431EIlに指示をする
c通切な声量で闇をとり、ゆっくり話す
d簡潔でわかりやすい書塞づかいで伝え
る
e生徒が話そうとしていることを続切なこ
とば・で表現したり、補つたりする
54.7
4‐1.2
55.5
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(2)学級 担 任 が 指 示 の 出 し方 。話 し方 に つ い て の 「そ の 他 」の 内 容
学 級 担 任 が 指 示 の 出 し方 。話 し方 に つ い て 上 記 の 選 択 式 の 項 目
以 外 で 心 が け て い る事 は 「生 徒 に 注 意 を む け させ る 」「雰 囲 気 作
り」「指 示 を板 書 す る」 等 の 内容 で あ つ た 。 (Table 2‐28)
Table2-28学級 担 任 が指 示 の出 し方・話 し方 についてのその他 の内容
(心がけていることを自 由記 述 )
その他 の内 容
・― 旦 聞 ける状 態 になつてから指 示 を出 す
・説 明 している時 に、生 徒 をこちら側 に向 けてから指 示 を出 す。
短 く、印 象 に残 るような言 葉 を選 択 する。
・互 いに授 業 に集 中 できる環 境 を作 れるよう、又 互 いに助 けあえる雰 囲 気 を作
る
・指 示 を板 書 する
・生 徒 の理 解 度 を確 認 しながら、スピードを変 える。
・画 面 に表 示 して指 導 内 容 を視 覚 的 にする
(3)学級 担 任 の 指 示 の 出 し方 。話 し方 に つ い て の 考 察
学 級 担 任 の 指 示 の 出 し方 。話 し方 の 傾 向 は 生 徒 に 聞 き や す い よ
うな話 し方 に 関 す る こ とで あ つ た 。 これ らは 、 聞 く こ と に 困 難 が
あ る生 徒 が 多 い こ とか らの 配 慮 で あ る と考 え られ る。
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23.学級 担 任 の 学 習 形 態 に つ い て の 取 組 に つ い て
(1)学級 担 任 が 学 習 形 態 に つ い て 心 が け て い る事
学 級 担 任 が 学 習 形 態 に つ い て 心 が け て い る事 は 「グ ル ー プ 学 習
で は 生 徒 の 得 意 な 部 分 を活 か して 役 割 を 決 め る 」15.8%、「メ ンバ
ー に 留 意 して グル ー プ を決 め る」39.6%、「複 数 の 教 師 で 指 導 を行
う場 合 、 前 も つ て 話 あ つ て 意 思 疎 通 を して お く」 50.0%の学 級 担
任 が 心 が け て い た 。 上 記 の 項 目以 外 で の 「そ の 他 」 の 取 組 に つ い
て 心 が け て い る学 級 担 任 は 3.9%であ っ た 。「特 に な し」 を選 択 し
た の は 23.0%であ っ た 。
aグJb―プ学習では生徒の得意な部分を活か
して役割を決める
bメンパー{こ留意してグループを決める
c複数の教師で指難 行う場合、前もつて客れ
合って意思錬進をしておく
dペア学習、グループ学習により生徒同士が
教え合う機会を多く設定する
，
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(2)学級 担 任 が 学 習 形 態 に つ い て 心 が け て い る 「そ の 他 」 の 内 容
学 級 担 任 が 学 習 形 態 に つ い て 上 記 の 選 択 式 の 項 目以 外 で 心 が
け て い る 事 は 「人 間 関 係 を み な が ら席 を決 め る 」「教 え合 い に つ
い て 」 等 の 内 容 で あ つ た 。 グル ー プ 学 習 は して い な い とい う意 見
も見 られ た 。 (Table 2‐29)
Tab!e2-29学級 担任 が学習 形態 について心 がけているその他 の内容
その他 の内 容
(心がけていることを自由記 述 )
ロケンカをしない人 間 同 士 を隣 にする
・隣 どうし、前 後 同士 で教 え合う場 面 をつくる
。左 右 の生 徒 との教 え合 いを可 とする
・グループ学 習 はしていない。
(3)学級 担 任 の 学 習 形 態 に つ い て の 考 察
学 級 担 任 の 学 習 形 態 で の 取 組 の 傾 向 で は 教 員 同 士 で の 意 思 疎
通 を して お く こ とや 、 学 習 形 態 の メ ン バ ー に 留 意 す る な どの 取 組
に つ い て 心 が け られ て い た 。 生 徒 の 多 くが 人 間 関 係 の 構 築 す る 力
に 弱 さ を持 つ こ とか らの 配 慮 で あ る と考 え られ る。
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24.学級 担 任 の テ ス トの 配 慮 ・ 学 習 の 評 価 に つ い て
(1)学級 担 任 が テ ス トの 配 慮 。学 習 の 評 価 で 行 つ て い る事
学 級 担 任 が テ ス トの 配 慮 。学 習 の 評 価 で 行 つ て い る事 は 「テ ス
トだ け で な く レ ポ ー ト課 題 や 授 業 態 度 を 総 合 し て 評 価 す る 」
94.4%、「生 徒 と相 談 し、 テ ス トや レポ ー ト等 の 時 間 を調 節 す る」
8.7%、「テ ス ト用 紙 と解 答 用 紙 を 同 じ用 紙 に す る」 38.8%、「テ ス
ト問 題 の 漢 字 に ル ビ を ふ る 」14.2%、「問 題 の 出 題 を選 択 式 な ど に
し、 出題 の しか た を 工 夫 す る 」49,2%、「採 点 を す る と き に 、部 分
点 を あ た え る 」 78.8%、の 学 級 担 任 が 行 つ て い た 。 上 記 の 項 目以
外 で「そ の 他 」の 取 組 を行 つ て い た 学 級 担 任 は 4.7%であ つ た 。「特
に な し」 を選 択 した の は 2.3%であ つ た 。 (Fig.2‐30)
aテストだljでなくレポート:黎題や授業態度を総
合して軸 をする
b生徒と相談し、テ井 やレポート等の3寺1場を鯛
整する
oテスト用織と翻答麟紙を同じ用紙(こする
dテスト鶴鐘の漢宇にルピをふる
o問機の出題を選択式などにし、感機のしかた
を工大する
fi業点をするときは、部分点をあたえる
?
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(2)学級 担 任 が テ ス トの 配 慮 ・ 学 習 の 評 価 で 行 つ て い る 「そ の 他 」
の 内 容
学 級 担 任 が テ ス トの 配 慮 。学 習 の 評 価 で 上 記 の 選 択 式 の 項 目以
外 で 行 っ て い る 事 が 「配 点 の 設 定 」「問 題 用 紙 の 工 夫 」 等 の 内 容
で あ つ た 。 (Table 2‐30)
Table 2-30学級 担 任 がテストの配 慮・学習 の評価 で行つているその他の内 容
(行つていることを自由記述 )
その他 の内 容
・記 号 で答 える問 題 の配 点 を高 めに設 定 する
・生 徒 の学 習 内 容 について観 点 を変 えて評 価 する
。すぐに開 始 できるよう冊 子 のように折 り、問 題 と解 答 を同 時 に配 る
・評 価 で授 業 態 度 の割 合 を大 きくする
・学 習 態 度 や授 業 での取 りくみ方 を重 点 的 に評 価 している
・出 席 したら点 数 を加 点 する。プリントも評 価 して点 数 に加 点 する
(3)学級 担 任 の テ ス トの 配 慮 ・ 学 習 の 評 価 方 法 に つ い て の 考 察
学 級 担 任 の テ ス トの 配 慮 。学 習 の 評 価 方 法 で は 総 合 的 な評 価 は
ほ ぼ 95%の学 級 担 任 が 行 つ て お り、テ ス トの 部 分 点 を 与 え る こ と
も約 80%の学 級 担 任 が 行 つ て い た 。 テ ス トだ け で な く総 合 的 に 評
価 し部 分 点 を 与 え る等 の 配 慮 を行 つ て い る こ とが 伺 え る。 一 方 で 、
レポ ー トや テ ス トの 時 間 を調 節 した り、漢 字 に ル ビ を振 る な ど の
取 組 で は 、質 問 紙 調 査 の 生 徒 の 様 子 か ら も必 要 な 配 慮 で あ る と思
わ れ る が 比 較 的 行 わ れ て い な か つ た 。 これ らは 、 テ ス トや 成 績 .と
い っ た 公 平 性 が 保 た れ な け れ ば な らな い 事 柄 で あ る た め 、配 慮 を
す る か しな い か は 難 しい 選 択 で は な い か と思 わ れ る。
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25。学 級 担 任 の授 業 で 課 題 で あ る と感 じて い る こ と に つ い て
(1)学級 担 任 が 授 業 を 実 施 す る に あ た つ て 課 題 で あ る と感 じて
て い る事
学 級 担 任 が 授 業 を 実 施 す る に あ た つ て 課 題 で あ る と感 じて い
る事 は「授 業 中指 示 を 出 して も活 動 しな い 生 徒 が い る」70.6%、「宿
題 を 出 して も行 わ な い 生 徒 が い る 」27.7%、「授 業 で 教 え る こ とが 、
進 学 先 が 求 め る 学 カ レベ ル に 達 して い な い 」31.7%、「生 徒 一 人 一
人 に応 じた 教 材・教 具 が 必 要 で あ る 33.3%、「生 徒 一 人 一 人 の 特 性
に応 じた 評 価 基 準 が 必 要 で あ る」20.6%、「授 業 の レベ ル を どの 生
徒 に 合 わ せ た ら よ い か わ か らな い 」 22.2%、の 学 級 担 任 が 行 つ て
い た 。 上 記 の 項 目以 外 の 「そ の 他 」 の 取 組 を行 つ て い る学 級 担 任
は 7.1%であ つ た 。「特 に な し」 を選 択 した の は 7.9%であ つ た 。
(Fig.2‐31)
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(2)学級 担 任 が 授 業 を 実 施 す る に あ た つ て 課 題 で あ る と感 じて
て い る 「そ の 他 」 の 内 容
学 級 担 任 が 授 業 を 実 施 す る に あ た っ て 課 題 で あ る と感 じ て い
る 上 記 の 選 択 式 の 項 目以 外 の 内 容 は 「学 力 の 差 」「教 材 の 少 な さ 」
「携 帯 電 話 の 使 用 」 等 で あ つ た 。 そ の 他 に も 生 徒 一 人 一 人 の 評 価
基 準 が あ っ て も よ い の か と迷 つ て い る と い う意 見 も 見 られ た 。
(Table 2‐31)
Table 2-31授業 を実 施 するにあたつて課 題 であると感 じているその他 の内 容
(感じていることを自 由記 述 )
その他 の内 容
・上 記 の eで本 当 に良 いのかどうか迷 っている
・生 徒 の学 力 の差 が激 しい。
・一 人 一 人 の特 性 を理 解 しても、どのように授 業 を展 開 していけばよいか。
しつかりとした見 通 しを持 つことが重 要 であるか。授 業 外 の仕 事 量 の 多 さに時 間
を費 やしてしまい。授 業 外 の仕 事 量 の多 さに時 間 を費 やしてしまい。授 業 準 備 に
時 間 をかけにくい。
・多 動 つぱい子 がいるので、その子 をどうやつて授 業 に参 加 させるか
・生 徒・学 校 に合 つた教 材 が必 要 (段階 的 にわ けた教 材 )
・学 習 する方 法・考 える力 を養 うにはどうすればよいかが課 題
・学 校 全 体 で ICTの教 具 が少 ない
・授 業 中 、教 室 を抜 け出 す生 徒 や。指 導 をすれ ば反 発 する生 徒 への対 応 。携 帯
電 話 の使 用 。
・学 力 をつけて卒 業 したい生 徒 と、卒 業 さえできればよいという生 徒 で意 識 の差 が
大 きく、授 業 への取 り組 み方 が学 力 に関 わらず全 く異 なる
・ソフトの不 足 ハードウェアの不 足 等
(3)学級 担 任 が 課 題 に感 じて い る事 柄 に つ い て の 考 察
学 級 担 任 が 課 題 で あ る と感 じ て い る 事 の 傾 向 は 生 徒 に 関 す る
こ とで あ つ た 。 学 級 担 任 の 取 組 の傾 向 か ら も 、 生 徒 が 困 難 で あ る
と見 受 け られ る領 域 に 関 して の 取 組 へ の努 力 が 見 られ る。 しか し
な が ら、 取 組 が 生 徒 の 直 接 的 な 行 動 の 改 善 に 繋 が らな い とい う現
状 が あ る と考 え られ る。
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第 4節ま と め
質 問 紙 調 査 で は 、 高 等 学 校 定 時 制 課 程 に 勤 務 す る学 級 担 任 を 対
象 に 、在 籍 す る 生 徒 の 様 子 及 び 学 級 担 任 の 取 組 の 実 態 と課 題 を 明
らか に す る こ とが 目的 で あ つ た 。 学 級 内 の 生 徒 の 様 子 に つ い て は 、
「聞 く力 」「話 す 力 」「読 む 力 」「書 く力 」「計 算 す る 力 」「推 論 す
る力 」「粗 大 運 動 の 能 力 に つ い て 」「微 細 運 動 の 能 力 に つ い て 」「注
意 力 」「落 ち着 つ い て 行 動 で き る力 」「 自制 心 を も つ て 行 動 で き る
力 」「変 化 へ の 適 応 力 」「対 人 関 係 を 構 築 す る 力 」「授 業 に 興 味 ・
関 心 を持 っ て 取 り組 め る力 」 の 14領域 か ら生 徒 の 高 校 生 活 の 現
状 と課 題 を 質 問 した 。 ま た 、 そ れ に 対 して の 学 級 担 任 の 取 組 に 関
して「 学 級 経 営 」「授 業 構 成 」「学 習 環 境 」「板 書 の 仕 方 」「ノー ト・
プ リン トの 指 導 」「教 材 教 具 の 使 用 」「指 示 の 出 し方 。話 し方 」「学
習 形 態 」「テ ス トの 配 慮 ・ 学 習 の 評 価 方 法 」「課 題 に 感 じて い る 事
柄 」 の 10領域 に つ い て 質 問 した 。 質 問 紙 調 査 に よ っ て 高 等 学 校
定 時 制 課 程 に 在 籍 す る 生 徒 に 対 応 す る 教 師 の 実 態 と課 題 が 浮 か
び 上 が っ た 。
生 徒 の様 子 と学 級 担 任 の 取 組 か ら、 学 級 担 任 は 生 徒 が 困 難 を 持
つ て い る と見 受 け られ る領 域 に 関 し て の 取 組 が 比
｀
較 的 多 く さ れ
て い る傾 向 が あ る と思 わ れ る。 質 問 紙 調 査 に お け る生 徒 の 様 子 か
ら 「聞 く力 」「話 す 力 」「読 む 力 」「書 く力 」「注 意 力 」「変 化 へ の
適 応 力 」「対 人 関 係 を構 築 す る力 」「授 業 に 興 味 ・ 関 心 を 持 つ て 取
り組 め る力 」「落 ち 着 つ い て 行 動 で き る 力 」 に 関 して は 多 くの 学
級 担 任 が 生 徒 に 困 難 が あ る と認 識 され て お り、 学 級 担 任 の 取 組 で
も そ れ ら に 対 応 す る た め の 取 組 が 比 較 的 多 く取 組 に つ い て 心 が
け られ て い る。「推 論 す る力 」「粗 大 運 動 の 能 力 」「微 細 運 動 の 能
力 」 に つ い て は 学 級 担 任 が あ ま り生 徒 の 困 難 と して 認 識 して お ら
ず 、 これ らの 領 域 に 対 して の 取 組 は 比 較 的 な され て い な い よ うに
見 受 け られ た 。「 自制 心 を も つ て 行 動 で き る 力 」 に つ い て は 多 く
の 学 級 担 任 が 生 徒 の 困 難 と して 認 識 は して い る も の の 、 そ れ ら に
関 す る取 組 は あ ま り され て い な い よ うに 見 受 け られ た。 この 領 域
に つ い て の 取 組 に つ い て は 今 後 調 査 す る必 要 が あ る だ ろ う。
ま た 、 テ ス トの 配 慮 や 学 習 の 評 価 で は レポ ー トや テ ス トの 時 間
を調 節 す る 、 漢 字 に ル ビ を振 る な どの 取 組 は 比 較 的 され て は い な
か つ た 。 これ は 、 テ ス トや 学 習 の 評 価 は 公 平 性 が 保 た れ な けれ ば
な らな い 事 柄 で あ る こ とか ら も 、配 慮 と して の 取 組 を行 うの は 難
しい 一 面 が あ る と考 え られ る だ ろ う。
学 級 担 任 が 課 題 で 感 じ て い る こ と は 指 示 を 出 し て も 生 徒 が 活
動 しな い が 7割に 達 して い た 。 学 級 担 任 の 取 組 の 傾 向 か ら も、 生
徒 が 困 難 で あ る と 見 受 け られ る 領 域 に 関 し て の 取 組 へ の 努 力 が
見 られ る が 、 そ れ らの 取 組 が 生 徒 の 行 動 の 改 善 に 繋 が ら な い と い
う厳 しい 現 状 が 見 受 け られ る。 これ は 、 生 徒 の 持 つ 困 難 か ら も 分
か る よ うに 、 生 徒 の 持 つ 困難 が 複 雑 化 して い る こ とが 背 景 に あ る
こ とが 考 え られ る。
これ らの こ とか ら も 、 高 等 学 校 定 時 制 課 程 に お い て は 文 部 科 学
省 の2012年の 「高 等 学 校 定 時 制 課 程 ・ 通 信 制 課 程 の あ り方 に 関 す
る調 査 研 究 」 で 明 らか に な つ て い る在 籍 者 の 多 年 齢 、 不 登 校 、 外
国籍 、 母 子 家 庭 、 父 子 家 庭 、発 達 障 害 とい っ た 多 様 な 困 難 を抱 え
た 生 徒 が 高 等 学 校 に 入 学 し、 な お 高 校 生 活 に お い て も学 習 面 、 社
会 面 とい つ た 多 様 な 場 面 で 困 難 を 生 じて い る と考 え られ る。 現 代
の 高 等 学 校 へ の 進 学 率 が98.4%(文部 科 学 省 ,2013)と大 衆 化 して い
る 中 で 、 何 らか の 困 難 を持 っ た 生 徒 で あ っ て も高 等 学 校 定 時 制 課
程 や 通 信 制 課 程 等 に お い て は ヾ 多 様 な 困 難 を 抱 え た 生 徒 の 受 け 皿
的 な 役 割 を 担 っ て くれ て い る。 しか しな が ら、 今 回 の 質 問 紙 調 査
か らわ か る よ うに 、 受 け皿 に な る だ け で は な く受 け い れ て か ら実
際 の 高 校 生 活 に お い て ど こ ま で サ ポ ー ト し て い け る の か が 大 切
で あ り、 実 際 に 入 学 して か ら高 校 生 活 に適 応 して い く こ と こそ 課
題 で あ る こ とが 示 唆 され る結 果 とな つ た。 高 等 学 校 定 時 制 課 程 に
お い て は 、 多 様 な 困 難 を持 つ た 生 徒 を 受 け入 れ る事 を前 提 に 学 校
生 活 ま で サ ポ ー ト して い け る仕 組 み 作 りが 早 急 に 行 わ れ る こ と
が 必 要 だ と考 え られ る。
第 3章
高 等 学 校 定 時 制 課 程 に 勤 め る教 員 へ の イ ン タ ビ ュー 調 査
第 1節目的
第 2章で 行 つ た 質 問 紙 調 査 か ら高 等 学 校 定 時 制 課 程 に お い て の
生 徒 の 多 様 な 困 難 か ら生 じ る 高 校 生 活 で の 様 子 と学 級 担 任 の 授
業 の 実 施 状 況 と課 題 を把 握 す る こ とが で き た 。 そ こ で さ らに具 体
的 な 生 徒 の 様 子 と学 級 担 任 の 取 組 を 明 ら か に す る こ と を 目的 と
す る。
第 2節方 法
(1)対象
第 2章の 質 問 紙 で 調 査 へ の 協 力 を確 認 し、承 諾 が 得 られ た 高 等
学 校 定 時 制 課 程 の 教 員 3名を対 象 に 行 つ た 。
質 問 紙 回 収 後 、 調 査 者 が 直 接 連 絡 を 取 り、 各 教 員 の 勤 務 す る 学
校 に 直 接 出 向 き 、 イ ン タ ビ ュ ー 調 査 を行 っ た 。
(2)調査 内 容
現 在 ま た は 過 去 に 勤 務 して い た 経 験 を 想 起 し て も ら い ① 勤 続
年 数 及 び 務 め た 学 校 の 学 校 種 ・ 受 け持 ち の 課 程 に つ い て 、② 担 当
して い る教 科 。学 年 ・ 受 け持 ち の 生 徒 の 人 数 、③ 現 在 。過 去 を 通
して の 生 徒 の 授 業 態 度 と基 礎 学 力 に つ い て 、 ④ 授 業 で の 工 夫 や 取
り組 み に つ い て 、 ⑤ 今 後 行 い た い と考 え て い る授 業 に つ い て く の
質 問 を軸 に約 30分程 度 の 半 構 造 化 面 接 を行 っ た 。 な お 、 イ ン タ
ビ ュ ー は ICレコー ダ ー に て 録 音 した も の を 分 析 した 。 な お 、 ①
② の 質 問 に 関 して は 個 人 の 特 定 を避 け る た め に 具 体 的 な 数 字 や
教 科 、 勤 務 校 等 に つ い て は 分 析 対 象 か ら除 外 した 。
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(3)調査 期 間
調 査 期 間 は 平 成 25年10月下 旬 で あ っ た 。
(4)分析 方 法
イ ン タ ビ ュ ー 内 容 を文 字 起 こ し した もの を 、 対 象 者 の 発 言 の み
を コー ドを 付 け て 分 類 した 。 客 観 性 を もた せ る た め に 特 別 支 援 教
育 を 専 攻 して い る大 学 院 生 1名と共 に 2人で 行 つ た 。 そ れ らの コ
ー ドを 基 に 、 大 カ テ ゴ リー 、 中 カ テ ゴ リー 、 小 カ テ ゴ リー に分 類
し分 析 した 。
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第 3節結 果 と考 察
1.分類 結 果
(1)大カ テ ゴ リー の 内 容
コー ドを つ け て 分 類 した 結 果 、195コー ドに す る こ とが で き た 。
そ れ らの 195コー ドを最 も大 き な ま と ま り大 カ テ ゴ リー と して 分
類 した 結 果 「生 徒 」69コー ド(35.4%)、「授 業 」54コー ド(27.7%)、
「教 師 の 関 わ り」39コー ド(20.0%)、「全 日制 (他高 校 )との 比 較 」
33コー ド(16.9%)、の 4つに 分 類 す る こ とが で き た 。
2.学級 担 任 の 生 徒 へ の 意 識 に つ い て
(1)「生 徒 」 に つ い て の 中 ・ 小 カ テ ゴ リー の 内 容 (Table 3‐1)
大 カ テ ゴ リー 「生 徒 」 に つ い て の 中 カ テ ゴ リー は 8個に 分 類 す
る こ とが で き た 。 小 カ テ ゴ リー に つ い て は 36個に 分 類 す る こ と
が で き た 。 小 カ テ ゴ リー の 件 数 は 1～5件で あ っ た 。
(2)学級 担 任 の 生 徒 に 関 して の 意 識 に つ い て の 考 察
第 2章の 質 問 紙 調 査 と 同様 に 、イ ン タ ビ ュ ー 調 査 に お い て も 生
徒 に 関 す る発 言 が 最 も多 く、 生 徒 に つ い て の 事 柄 に 関 心 が 高 い こ
とが 伺 え る。「生 徒 」 に つ い て の 分 類 結 果 か らは 、 発 達 障 害 傾 向
の 生 徒 へ の 対 応 、 生 徒 の 基 礎 学 力 の 欠 落 、 生 徒 の 学 力 の 2極分 化
な ど に つ い て の 生 徒 の 困 難 と現 状 に つ い て の 発 言 が 多 い 。 同 時 に 、
生 徒 の 困難 等 の マ イ ナ ス 面 だ け に と らわ れ る の で は な く、 生 徒 と
時 間 を か け て 関 わ る こ とに よ つ て 、 肯 定 的 な 生 徒 の 能 力 面t心理
面 な どに つ い て の 意 見 も多 く見 られ た 。 これ らの こ とか ら も、 学
級 担 任 は 生 徒 と時 間 を か け て 関 わ る こ とで 、 生 徒 の 困難 だ け で な
く肯 定 的 な 面 ま で を 生 徒 の 実 態 と して 捉 え て い る意 識 が 伺 え る 。
53
Tab!e3-1 大 カテゴリ 「ー生 徒 」に関 する分 類
中 カテゴリー ノ」ヽカテゴリ
?
? 割 合
関 わる時 間 が多 く
なるにつれて見 える
生 徒 の実 態
学 力 が低 いことは努 力 する力 や仕 事 の実 力 とは
関 係 ない
5
26.1%
劣 等 意 識 がある 4
特 定 の教 科 を必 要 だと感 じている 3
全 日 制 と同 じ授 業 や教 材 を行 いたいと思 っている 2
フルタイムで働 いている 1
進 路 や給 料 のためにも高 卒 資 格 を目指 している 1
様 々な背 景 をもつ生 徒 が入 学 してくる 1
その子 に関わることで伸 びていく力がある 1
発 達 障 害 傾 向 の
生 徒 への対 応
外 部 講 師 を呼 んでいる 5
21.7%
露 骨 に 問 題 の レベル を下 げた り、特 別 なことは しな
い
3
繰 り返 しヒントを与 えて答 えられるようにする 1
正 解 したら認 めて「せいかいやな」等 声 かけをする 1
対 応 で上 手 くいつたこといかなかったことを教 職 員
で共 有 する
1
研 修 に参 加 する 1
演 習 の時 間 は近 くにいき、少 し時 間 をつかう 1
発 達 障 害 に関 する本 を読 んでいる 1
何 かが起 こつた時 はすぐ動 けるようにしている 1
生 徒 の持 つ困 難
の現 状
できる生 徒 とできない生 徒 の差 が激 しい 3
11.6%
ボキヤブラリー が少ない 2
漢 字 が書 けない 1
原 稿 用 紙 の 1行日 は 1マス空 ける等 の基 本 的 な
原 稿 用 紙 の使 い方 がわからない
1
レベルの高 い問 題 は上 位 の生 徒 も解 けない 1
生 徒 の持 つ困 難
への対 応 での課 題
診 断 がなく医 療 機 関 等 と繋 が りがない発 達 障 害 の
ように見 受 けられる生 徒 へ どのような支 援 を行 うか
4 11.6%
中 学 校 までの手 厚 い支 援 が外 れてくる 4
つまづきの段 階
′]ヽ 学 校 段 階 でのつまづきを引 きずつている 3
10.1%
つまづきの把 握 のテストを実 施 したことがある 1
指 標 は小 1.2・小 .3.4・小 5.6、中 1.2.3年の 4段
階 で分 けている
1
英 語・数 学 でははつきりとつまづきが現 れる 1
中 学 校 に通 つていた・いないでも差 が現 れる 1
生 徒 の進 路
県 外 に就 職 することはほとんどない 4 7.2%
就 職 する生 徒 がほとんどである 1
生 徒 の持 つ困 難
の原 因
家 庭 環 境 2 5.8%
不 登 校 2
授 業 態 度
授 業 態 度 は年 々よくなつている 2
5.8%100%学習意 欲 があるわけてではない 1
立 ち歩 く生 徒 もいる 1
合 計 100%
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3.学級 担 任 の 授 業 の 取 組 に つ い て
(1)「授 業 」 に つ い て の 小 。中 カ テ ゴ リー の 内 容
大 カ テ ゴ リー 「授 業 」 に つ い て の 中 カ テ ゴ リー は 9個に分 類 す
る こ とが で き た 。 小 カ テ ゴ リー に つ い て は 36個に 分 類 す る こ と
が で き た 。 小 カ テ ゴ リー の ま とま りは 1件～4件で あ っ た 。
(Table 3‐2)
(2)学級 担 任 の 授 業 の 取 組 に つ い て の 考 察
「授 業 」 で は 教 科 書 の 内容 を 噛 み 砕 い て 教 え る 、 教 科 と身 の 回
りの こ と を 関 連 づ け て 教 え る 等 の 授 業 の 内 容 に つ い て の 発 言 が
多 い。 教 科 書 の 内 容 を軸 に しな が ら授 業 内 容 の 選 定 を 生 徒 に 身 近
に感 じて も ら え る も の に し よ う とい う努 力 が 伺 え る。 ま た 、授 業
実 施 時 に は 生 徒 と の や り と りを 大 切 に しな が ら学 力 の 2極分 化 、
生 徒 の 進 学 と就 職 ま で を 視 野 に 入 れ た 授 業 を 行 う こ と等 の 心 が
け に つ い て の 発 言 が 多 い:そして 、 そ れ らに 具 体 的 に対 応 す る た
め に 、 補 助 教 材 と して オ リジ ナ ル プ リ ン トを 複 数 枚 用 意 す る 、 題
材 を 用 意 す る な ど の 個 別 の ペ ー ス に 対 応 で き る た め の 取 組 を し
て い る。 学 級 担 任 は 生 徒 の 実 態 を基 に 、授 業 内容 を構 成 し、教 材
や 題 材 を選 定 し授 業 を 実 施 して い る様 相 が 伺 え る。
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Table 3-2大カテゴリ 「ー授 業 」に関 する分 類
中 カテゴリー 小 カテゴ リー
?
? 割 合
授 業 の内 容
教 科 と身 の回 りのことを関 連 づける 3
20.4%
文 学 教 材 2
教 科 書 をかみ砕 いて教 える 2
小 学 校 と同 じ内 容 を時 間 短 縮 して密 度 濃 く指 導 1
作 文 指 導 1
常 用 漢 字 の問 題 集 を辞 書 を引 きながら生 徒 がや
る
1
基 本 的 に行 う単 元 は他 の部 と同 じ 1
教 員 の心 が け
生 徒 ととのやり取 りの中 で授 業 を進 める 2
16.7%
楽 しく行 う 1
生 徒 ととの人 間 関 係 を大 切 にする 1
就 職 と進 学 どちらにも対 応 できる授 業 を行 う 1
教 科 書 の肉付 けに時 間 をかけて行 う 1
授 業 をおろそかにしない 1
必 ず教 えなければならないトピックは確 実 に行 う 1
学 会 や勉 強 会 で紹 介 されたものを自 分 なりにアレ
ンジして授 業 に取 り入 れる
1
授 業 で弱 さがある
生 徒 への配 慮
教 科 書 の内 容 をゆつくり時 間 をか けて丁 寧 に行 う
14.8%つまづきのある小 学 校 の内 容 を確 認 しながら行 う 4
「A君の法 則 」などその子 なりのルールで問 題 を解
く
1
生 徒 に付 けさせた
い力
言 語 能 力 の向 上
11.1%考 察 する力 1
国 語 辞 典・漢 和 辞 典 の使 用 の習 慣 づけ 1
就 職 を見 通 した指
導
就 職 試 験 で実 際 に聞 かれた問 題 を行 う
1111%
将 来 の仕 事 について思 うことを作 文 テーマにする 1
会 社 で使 える漢 字 の練 習 をする 1
教 科 を使 つた仕 事 について欲 しい 1
授 業 を行 う姿 を通 して仕 事 の責 任 を伝 えている 1
教 材
教 科 書 の内 容 を補 助 できるオリジナルプリントの
作 成
7.4%
授 業 で比 較 的 でき
る生 徒 への配 慮
その子 に対 応 した題 材 を用 意 する
7:4%考 えさせる教 材 をする
プリントを数 種 類 用 意 しておく
今 後 取 組 たいこと
担 当 する教 科 の○○離 れを是 正 したい
7 4%
生 徒 が興 味 を持 てる授 業 を研 究 していきたい
担 当 教 科 をおもしろいと感 想 を持 つてもらえる授
業 をしたい
1
視 覚 的 な情 報 を取 り入 れた漢 字 指 導 1
その他
教 科 書 の内 容 が複 雑 な場 合 は研 究 対 象 として
行 う
1 3.7%
授 業 の組 み立 ては部 によつて担 当 が違 う 1
合 計 100%
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4.教員 と して の 関 わ り方 に つ い て
(1)「教 員 の 関 わ り」 に つ い て の 小 。中 カ テ ゴ リー の 内 容
大 カ テ ゴ リー 「教 員 の か か わ り」 に つ い て の 中 カ テ ゴ リー は 7
個 に 分 類 す る こ とが で き た 。 小 カ テ ゴ リー に つ い て は 27個に 分
類 す る こ とが で き た 。 小 カ テ ゴ リー の 内容 は 最 も多 か っ た 内容 は
「授 業 を い い 加 減 に 行 わ ず 、 授 業 を 通 して 仕 事 に つ い て 伝 え る 」
5件で あ つ た 。 小 カ テ ゴ リー の ま とま りは 1件～5件で あ つ た 。
(Table 3‐3)
(2)学級 担 任 の 教 員 と して の 生 徒 へ の 関 わ り方 の 考 察
「生 徒 へ の 関 わ り」 で は 学 級 担 任 は 生 徒 や 保 護 者 との 関係 作 り
を 大 切 に して い る意 識 が 伺 え る。 生 徒 や 保 護 者 との 関係 づ く りや
生 徒 に 肯 定 的 な 心 理 面 を持 っ て 欲 しい な ど の 発 言 が 多 い 。
そ して 、 具 体 的 な 関 わ り方 と して ほ め る こ とを 基 本 に して い る。
ま た 、 ほ め る だ け で は な く注 意 を しな けれ ば な らな い 時 で あ っ て
も 、 余 裕 を持 ち な が ら、 将 来 仕 事 で 困 らな い よ うに 、集 団 の 中 で
は な く個 別 で 注 意 す る な どの発 言 が 見 られ た 。 生 徒 が 高 等 学 校 を
卒 業 した 後 ま で を視 野 に い れ な が ら、 集 団 の 前 で 注 意 し な い な ど
の 生 徒 の 自尊 心 を 傷 つ け な い よ うな 配 慮 を し て い る こ と が 伺 え
る。
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Table 3-3 大カテゴリー 「教 員 の関 わり」
中 カテゴリー 小 カテゴリー
?
? 割 合
関 係 づくり
関 係 づくりには半 年 程 の時 間 が必 要 である
28.2%
担 任 か非 担 任 で生 徒 の対 応 が異 なる
保 護 者 ともよく話 し関 係 作 りをする
生 徒 と話 をよくする 1
教 員 との関 わ りの中 では、生 徒 の家 庭 事 情 を
理 解 しながら笑 つてものが言 える状 況 にもってい
く
1
一 人 一 人 に関われる時 間 をとれるような配 慮 が
ある 1
教 員 としての取 組 の
姿 勢
授 業 をいい加 減 に行 わず 、授 業 をしつかりと行 う
事 で仕 事 とは何 であるかを伝 えている
5
17.9%登 下 校・空 き時 間 は生 徒 の顔 を見 て、クラス全
員 に声 かけをすることを目標 にしている 1
教 員 に一 人 に対 して仕 事 量 が多 く負 担 感 があ
る 1
生 徒 への思 い
クラス全 員 卒 業 してほしい
17.9%
この学 校 にきて勉 強 してよかったと思 って欲 しい
コンプレックス等 をなくせれたら
言 語 能 力 と就 職 感 を育 てたい
県 外 に出 る生 徒 がおり応 援 したい
授 業 中 仕 事 で疲 れているなと思 う
教 科 をやつていたらよいではだめだ
注 意 の仕 方
教 員 側 が余 裕 を持 つて注 意 する 2
15.4%
仕 事 で困 らないような事 を注 意 する 2
「おいおい」と声 かけをする 1
ルールを全 体 で話 すと茶 化 し合 いになるので休
み時 間 などに個 別 に呼 んで話 をする
1
進 路 指 導
休 むこと時 間を守 らないことは就 職 するうえで許
されないことであると言つている 2 7.7%
企 業 訪 間 、進 路 ガイダンスで服 装 指 導 をしてい
る 1
ほめ方
できたらほめる 1
7.7%
一 生 懸 命 やつていることや 、ちょっとでもできてい
たらほめる 1
ほめることは自 己 達 成 感 を育 て、生 徒 への近 づ
きになり大 切 である 1
携 帯 電 話
学 校 では携 帯 電 話 を使 わせない 1
5.1%携 帯 電 話 の使 用 が病 的 になつている。学 校 だけ
でなく仕 事 に差 し支 えている 1
100%
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5.全日制 (他高 校 )との 比 較 か ら見 え て く る こ と に つ い て
(1)「全 日制 (他高 校 )と の 比 較 」 に つ い て の 小 。中 カ テ ゴ リー の 内
容
大 カ テ ゴ リー 「全 日制 (他高 校)との 比 較 」 で の 中 カ テ ゴ リー
は 4個に 分 類 す る こ とが で き た 。 小 カ テ ゴ リー に つ い て は 28個
に 分 類 す る こ とが で き た 。 小 カ テ ゴ リー の 内 容 で は 最 も多 か っ た
内 容 は 「全 日制 で もや つ て い け る能 力 を持 つ 生 徒 は い る 」3件で
あ っ た 。 小 カ テ ゴ リー の ま とま りは 1件～3件で あ つ た 。 (Table
3‐4)
(2)全日制 (他高 校 )との 比 較 か ら見 え て く る こ と に つ い て の 考 察
「全 日制 (他高 校 )との 比 較 」 か ら、 学 習 意 欲 が 十 分 で な い 、
分 析 能 力 の 弱 さに つ い て は 、 全 日制 (他高 校 )と共 通 の 問 題 で あ
る との 発 言 が あ つ た 。 しか し、 全 日制 (他高 校)と共 通 す る 問 題
が あ る 中 で 仕 事 疲 れ 、 基 礎 学 力 の 欠 如 、 学 習 障 害 傾 向 、 勉 強 の 仕
方 が 分 か らな い 、 人 間 関係 の つ ま づ き に つ い て は 定 時 制 課 程 の 生
徒 の 独 自の 困 難 で あ る との 発 言 が 多 い 。 そ れ と同 時 に 、 実 際 に 仕
事 を して い る 、 関 係 が 深 ま る に つ れ て 全 日制 (他高 校)よりも 関
係 が 深 ま り理 解 が 深 ま る な どの 強 み が あ る との 発 言 が あ る。
定 時 制 課 程 に 在 籍 す る生 徒 に つ い て は 、 全 日制 と共 通 す る部 分
が あ る も の の 、 そ れ らにカロえ て 定 時 制 課 程 独 自の 困 難 性 が あ る こ
とが 明 らか に な っ た 。
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Tab!e3-4 大 カテゴリ 「ー全 日 制 (他高 校 )との比 較 」
中 カテゴリー 小 カテゴ リー
?
? 割 合
全 日 制 (他高
校 )と比 較 して特
に気 になる定 時
制 課 程 の生 徒 の
持 つ困 難
仕 事 で疲 れや残 業 で遅 刻 してくる 1
33.3
%
仕 事 での疲 労 が学 校 でも見 られる 1
簡 単 な算 数 レベルのものがわからない 1
小 学 校 3,4年から高 校 1年生 の学 カ レベルと差 が
激 しい
1
小・中 学 校 でやつてきたことが抜 け落 ちている 1
原 稿 用 紙 の使 い方 を知 らない 1
ノー トの取 り方 がわからない 1
努 力 は重 ねても人 並 みの成 績 が取 れない生 徒 がい
る
1
学 習 障 害 のように見 受 けられ る生 徒 がいる 1
能 力 はあつても勉 強 の仕 方 を知 らない 1
ストレートにものを言 うので人 間 関 係 ができていない
時 期 は好 き勝 手 したり、指 示 に従 わない
1
全 日 制 (他高
校 )と変 わらない
点
全 日制 でもやっていける能 力 を持 つ生 徒 はいる
30.3
%
つまづきを指 示 してやれ ば飲 み込 み は変 わらない 1
根 本 的 な部 分 は変 わらない 1
授 業 自 体 はそう変 えていない。厳 しい面 は厳 しくして
いる
1
進 学 校 だからといつて学 習 意 欲 が十 分 ではない 1
高 校 生 だから大 人 として対 応 する面 が
ある
1
分 析 能 力 、結 果 から読 み取 る力 が非 常 に弱 い 1
国 語 辞 典・漢 和 辞 典 の習 慣 づけがなつていない 1
定 時 制 課 程 の特
色
制 月風はない 1
24.2
%
クラスの人 数 は少 ない 2
教 材 が違 う 1
ここまでひつばりあげるという目標 も違 う 1
教 科 書 の 内 容 をしつかりと理 解 させ ることを大 切 に
している
1
三 年 で卒 業 できるカリキュラムがある(本来 は 4年)
定 時 制 課 程 の生
徒 の強 み
仕 事 を実 際 にしている
12.1
%理 想 の仕 事 論 ではなく現 実 を知 っている 1
関 係 が深 まれ ばより理 解 が深 まる 1
合 計 100%
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第 4節ま と め
本 調 査 で は 、第 2章の 質 問 紙 調 査 で 明 らか に な っ た 結 果 か ら さ
らに 詳 細 な 学 級 担 任 の 取 組 を 明 らか に す る た め に 実 施 した 。 そ の
結 果 、 大 カ テ ゴ リー と して 「生 徒 」「授 業 」「教 員 の 関 わ り」「全
日制 (他高 校)比較 」 に 分 類 す る こ と が で き 4つの 視 点 か らの 取
組 と意 識 を 明 らか に す る こ とが で き た 。
「生 徒 」 に つ い て は 発 達 障 害 傾 向 へ の 対 応 、 基 礎 学 力 の 欠 落 、
学 力 の 2極分 化 な どに つ い て の 生 徒 の 困 難 と現 状 に つ い て の発 言
が 多 い 。 しか し、 同 時 に 生 徒 の 困 難 等 の マ イ ナ ス 面 だ け に と ら わ
れ る の で は な く、 生 徒 と時 間 を か け た 関 わ りをす る こ と に よ つ て
肯 定 的 な 生 徒 の 能 力 や 心 理 面 が 見 え て く る と の 発 言 も 多 く見 ら
れ た 。 生 徒 の 困 難 性 だ け に 着 目す る:ので は な く肯 定 的 な 面 ま で を
生 徒 の 実 態 と して 捉 え て い る意 識 が 伺 え る。
「授 業 」 に つ い て は 教 科 書 の 内 容 を 噛 み 砕 い て 教 え る 、教 科 と
身 の 回 りの こ と を 関 連 づ け て 教 え る 等 の 授 業 の 内 容 に つ い て の
発 言 や 、授 業 実 施 の ス タ ン ス と して 生 徒 との や り と りを 大 切 に し
な が ら学 力 の 2極分 化 に 対 応 す る 、進 路 を進 学 か 就 職 の どち ら を
選 択 して い る 生 徒 に 対 して も 同 時 に 対 応 で き る授 業 を 行 つ て い
る との 発 言 が 多 い 。 そ して 、 そ れ ら に 具 体 的 に対 応 す る た め に 、
補 助 教 材 と し て オ リ ジ ナ ル プ リ ン トを 複 数 枚 用 意 して お き 生 徒
の 個 別 のペ ー ス に 対 応 で き る よ うに して い る。 学 級 担 任 は 生 徒 の
実 態 を基 に 、 授 業 内 容 を構 成 し、 教 材 や 題 材 を 選 定 し授 業 を実 施
して い る様 相 が 伺 え る。
「教 員 の 関 わ り」 に つ い て は 、 生 徒 や 保 護 者 との 関係 づ く りや
生 徒 に 肯 定 的 な 心 理 面 を持 つ て 欲 しい な どの 発 言 も多 い 。 生 徒 や
保 護 者 との 関 係 づ く りを 大 切 に して い る意 識 が 伺 え た 。 そ し て 、
具 体 的 な 関 わ り方 と して ほ め る こ と を 基 本 に して い る。 ま た 、 ほ
め る だ け で は な く注 意 を しな け れ ば な らな い 時 で あ っ て も、 余 裕
を持 ち な が ら、 将 来 仕 事 で 困 らな い よ うに 、 集 団 の 中 で は な く個
別 で 注 意 す る な どの 発 言 が 見 られ た 。 生 徒 が 高 等 学 校 を 卒 業 した
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後 ま で を視 野 に い れ な が ら、集 団 の 前 で 注 意 しな い な ど の 生 徒 の
自尊 心 を傷 つ け な い よ うな配 慮 を して い る。
「全 日制 (他高 校 )との 比 較 」 で は 、 学 習 意 欲 が 十 分 で な い 、
分 析 能 力 の 弱 さ に つ い て は 、 全 日制 (他高 校 )と共 通 の 問題 で あ
る との 発 言 が あ っ た 。 しか し、 全 国制 (他高 校)と共 通 す る 問 題
が あ る も の の 仕 事 疲 れ 、 基 礎 学 力 の 欠 如 、 学 習 障 害 傾 向 、 勉 強 の
仕 方 が 分 か ら な い 、 人 間 関 係 の つ ま づ き に つ い て は 定 時 制 課 程 の
生 徒 の 独 自の 困 難 に つ い て の 発 言 が 多 い 。 そ れ と 同 時 に 、 実 際 に
仕 事 を して い る 、 関 係 が 深 ま る に つ れ て 全 日制 (他高 校 )より も
関 係 が 深 ま り理 解 が 深 ま る な ど の 強 み が あ る との 発 言 が あ つ た 。
これ らの イ ン タ ビ ュ ー 調 査 か ら、 高 等 学 校 定 時 制 課 程 の 学 級 担
任 の 取 組 の 基 盤 に は 、 生 徒 の リア ル タ イ ム の 高 校 生 活 の 実 態 だ け
で は な く高 等 学 校 に 入 学 し て く る 以 前 の 生 徒 の 困 難 か ら生 じ て
い る 事 柄 に 対 し て の 配 慮 や 対 応 を し て い こ う と い う姿 勢 が 見 ら
れ る。 ま た 、 学 級 担 任 の 具 体 的 な 取 組 と して も 、 主 に 2つの 焦 点
に 絞 る こ とが で き る と見 受 け られ る。 本 来 の 高 等 学 校 で 求 め られ
る教 育 課 程 に つ い て と、 生 徒 の 高 等 学 校 入 学 以 前 か らあ る 困難 か
ら生 じ る 穴 埋 め に つ い て で あ る。
高 等 学 校 定 時 制 課 程 に お い て は 、 授 業 の 実 施 内 容 に つ い て 本 来
な らば 小 学 校 や 中 学 校 で 学 ぶ べ き 読 み 、 書 き 、 計 算 とい っ た 基 本
的 な と こ ろ に た ち か え っ て い る こ とが 多 い 。 ま た 、 高 等 学 校 入 学
前 に 集 団 生 活 等 で 培 わ れ て い る は ず の 社 会 性 や 人 間 関 係 の 形 成
に お い て の 配 慮 に つ い て も、 先 生 を信 頼 す る と こ ろ か ら始 め て い
る。 これ は 、 高 校 入 学 前 に人 間 関係 の 蹟 き か ら人 と関 わ る こ と を
疇 躇 して い る 生 徒 が 多 い か らで は な い だ ろ うか 。
高 等 学 校 定 時 制 課 程 に お い て は 、2つの 役 割 を 持 ち合 わ せ て い
る と言 え る。 そ れ は 、 従 来 の 高 等 学 校 の 姿 と生 徒 の 小 学 校 。中 学
校 で の 遅 れ を 埋 め る事 で あ る。 そ して 、 高 等 学 校 定 時 制 課 程 に お
い て の 生 徒 の 多 様 な 困 難 に対 して は こ の 2つの 側 面 か らの 対 応 が
必 要 で あ る と考 え られ る だ ろ う。
第 4章
総 合 考 察
第 1節研 究 全 体 の ま と め
本 研 究 は 高 等 学 校 定 時 制 課 程 に 勤 務 す る 学 級 担 任 を対 象 に 、 在
籍 す る 生 徒 の 困 難 か ら 生 じ る 高 校 生 活 の 様 子 と学 級 担 任 の 取 組
の 実 態 と課 題 を 明 らか に し、 高 等 学 校 定 時 制 課 程 に 在 籍 す る多 様
な 困 難 を 持 つ 生 徒 へ の 取 組 の 在 り方 を 検 討 す る こ と を 目的 と し
て 質 問 紙 調 査 とイ ン タ ビ ュ ー 調 査 を 実 施 した 。
第 2章の 質 問 紙 調 査 で は 、 学 級 内 の 生 徒 の 様 子 と学 級 担 任 の 取
組 の 現 状 と課 題 に つ い て 各 領 域 毎 に 質 問 した 。 そ の 結 果 、 生 徒 が
困 難 を 持 っ て い る と見 受 け られ る 領 域 に 関 して の 取 組 が 比 較 的
多 く され て い る傾 向 が 見 受 け ら:れた 。 取 組 が され て い な い事 柄 に
関 して は レポ ー トや テ ス トの 時 間 を調 節 す る 、漢 字 にル ビを振 る
な どの 成 績 に 直 結 す る事 柄 で あ っ た 。 課 題 に つ い て は 指 示 を 出 し
て も 生 徒 が 活 動 し な い とい う生 徒 に 関 す る 事 柄 が 7割ほ ど に 達 し
て い た 。 質 問 紙 調 査 か らは 学 級 担 任 の 取 組 の 傾 向 か ら も 、 生 徒 が
困 難 で あ る と 見 受 け られ る領 域 に 関 して の 取 組 へ の 努 力 が 見 ら
れ た 。 しか し、 そ れ らの 取 組 が 生 徒 の 直 接 的 な 行 動 に 繋 が らな い
とい う厳 しい 現 状 が 見 受 け られ た。 ま た 、 高 等 学 校 定 時 制 課 程 に
お い て は 、 実 際 に 高 校 に入 学 して か らの 高 校 生 活 に適 応 して い く
こ と こ そ 課 題 で あ る こ とが 示 唆 され る結 果 と な っ た 。 質 問 紙 調 査
か らは 高 等 学 校 定 時 制 課 程 に お い て は 、 多 様 な 困 難 を持 っ た 生 徒
を 受 け 入 れ る だ け で な く入 学 して か ら の 高 校 生 活 ま で サ ポ ー ト
し て い け る 仕 組 み 作 りが 早 急 に 行 わ れ る こ と が 必 要 だ と考 え ら
れ た 。
第 3章に お け る イ ン タ ビ ュ ー 調 査 は 質 問 紙 調 査 で 明 ら か に で き
な か っ た 点 に つ い て さ らに詳 細 な 学 級 担 任 の 取 組 を 明 らか にす
る た め に 実 施 した 。そ の 結 果 、「生 徒 」「授 業 」「教 員 の 関 わ り」「全
日制 (他高 校)比較 」 の 4つの 視 点 か らの 取 組 と意 識 を 見 出 す こ
とが で き た 。
「生 徒 」 に つ い て は 生 徒 の 困 難 と現 状 に つ い て の 発 言 や 、 生 徒
の 困 難 性 だ け に と らわ れ る の で は な く、 肯 定 的 な 生 徒 の 能 力 や 心
理 面 が 見 え て く る との 発 言 も多 く見 られ た 。
「授 業 」 に つ い て は 教 科 書 の 内容 を 噛 み 砕 い て 教 え る 、教 科 と
身 の 回 りの こ と を 関 連 づ け て 教 え る 等 の 授 業 の 内 容 に つ い て の
発 言 や 、授 業 実 施 の ス タ ン ス と して 生 徒 との や り と りを 大 切 に し
な が ら学 力 の 2極分 化 に 対 応 す る 、生 徒 が 進 学 と就 職 ど ち らの 進
路 を 選 択 して い て も 同 時 に 対 応 で き る授 業 を 行 つ て い る と の 発
言 が 多 い 。 そ して 、 そ れ らに 具 体 的 に 対 応 す る た め に 、 補 助 教 材
と し て オ リジ ナ ル プ リ ン トを 複 数 枚 用 意 し て お き 生 徒 の 個 別 の
ペ ー ス に 対 応 で き る よ うに して い る。 学 級 担 任 は 生 徒 の 実 態 を 基
に 、 授 業 内 容 を構 成 し、 教 材 や 題 材 を選 定 し授 業 を 実 施 して い る
様 相 が 伺 え た 。
「教 員 の 関 わ り」 に つ い て は 、 生 徒 や 保 護 者 と の 関係 づ く り等
や 関 係 づ く りを 大 切 に して い る意 識 が 伺 え た 。 そ して 、 具 体 的 な
関 わ り方 と し て ほ め る こ とや 注 意 を し な け れ ば な ら な い 時 で あ
つ て も 、 余 裕 を持 ち な が ら、 将 来 仕 事 で 困 らな い よ うに 、集 団 の
中 で は な く個 別 で 注 意 す る な どの 配 慮 を して い た 6
「全 日制 (他高 校 )との 比 較 」 で は 、 学 習 意 欲 が 十 分 で な い 、
分 析 能 力 の 弱 さ に つ い て は 、全 日制 (他高 校 )と共 通 の 問題 で あ
る との 発 言 が あ つ た 。 しか し、 全 日制 (他高 校)と共 通 す る 問 題
は あ る も の の 仕 事 疲 れ 、 基 礎 学 力 の 欠 如 、 学 習 障 害 傾 向 、勉 強 の
仕 方 が 分 か らな い 、 人 間 関係 の つ ま づ き に つ い て は 定 時 制 課 程 の
生 徒 の 独 自の 困 難 で あ る こ とが 推 測 され る結 果 と な つ た 。 そ れ と
同 時 に 、実 際 に 仕 事 を して い る 、関係 が 深 ま る に つ れ て 全 日制 (他
高 校)よりも 関 係 が 深 ま り理 解 が 深 ま る な どの 強 み が あ る と も 明
らか に され た 。
第 3章に お け る イ ン タ ビ ュー 調 査 か ら、 高 等 学 校 定 時 制 課 程 に
お い て は 、 本 来 求 め られ る高 等 学 校 の 姿 と、 本 来 な らば 高 校 入 学
前 に培 わ れ て い る は ず の 小 学 校 と中 学 校 の 穴 を埋 め る とい う 2つ
の 役 割 を 持 ち 合 わ せ た 学 校 で あ り、学 級 担 任 も こ の 2つの 側 面 か
らの 対 応 を行 っ て い る こ とが 明 らか に され た 。
本 調 査 か ら、 質 問 紙 調 査 か らは 高 等 学 校 定 時 制 課 程 に お い て は
高 校 入 学 を し た 後 の 高 校 生 活 に 生 徒 が 適 応 す る こ と の 難 し さ に
つ い て の 課 題 が 浮 か び あ が つ た 。 高 等 学 校 定 時 制 課 程 に お い て は 、
多 様 な 困 難 を 持 っ た 生 徒 を 受 け 入 れ る だ け で な く入 学 して か ら
の 高 校 生 活 に 適 応 す る た め の 仕 組 み づ く り の 必 要 性 が 示 唆 さ れ
た 。 イ ン タ ビ ュ ー 調 査 に お い て は 、 高 等 学 校 定 時 制 課 程 の 2つの
役 割 が 浮 か び あ が つ た 。 高 等 学 校 定 時 制 課 程 に お い て は 本 来 求 め
られ て い る高 等 学 校 の 姿 と、 生 徒 の 小 学 校 。中 学 校 で の 学 習 面 や
社 会 面 で の 遅 れ を 取 り戻 す 配 慮 や 対 応 を し て い る 役 割 が 見 て 取
れ た 。
この こ とか ら も 、 高 等 学 校 定 時 制 課 程 に お い て は 多 様 な 困 難 を
持 つ 生 徒 の 受 け 皿 と な り高 校 教 育 を 受 け る 場 と し て の 役 割 を は
た して い る。 しか しな が ら、 一 方 で は 多 様 な 困 難 を持 つ 生 徒 に 対
応 す る た め に 、 通 常 の 高 等 学 校 に 求 め られ る 以 外 の 生 徒 の 小 学
校 。中 学 校 の 遅 れ を 埋 め る た め の 教 育 を提 供 しな けれ ば な らな い。
高 等 学 校 定 時 制 課 程 に お い て は 、 生 徒 の 多 様 な 困 難 が あ る こ と を
前 提 に 、 高 校 生 活 に お い て適 応 して い け る た め の 仕 組 み づ く りが
必 要 で あ る。 そ して 、 そ の 仕 組 み づ く り と して は 、 本 来 求 め られ
る高 等 学 校 の 姿 に加 え て 、 高 等 学 校 に 入 学 して く る 以 前 の 生 徒 の
小 学 校 。中 学 校 で の 遅 れ に どの よ うに 対 応 して い くか の 2つに 焦
点 を あ て るべ き だ と考 え る。
今 後 の 高 等 学 校 に お い て は 、発 達 障 害 等 多 様 な 困 難 を 持 っ た 生
徒 の 受 け 皿 と して の 学 校 の 存 在 が ま す ま す 求 め られ て く る こ と
が 予 測 され る。 そ の よ うな 時 に 、 高 等 学 校 定 時 制 課 程 の よ うな 多
様 な 困 難 を 持 つ 生 徒 の 受 け 皿 と な る 学 校 の 必 要 性 は 高 ま る で あ
ろ う。そ の た め に も 、高 等 学 校 で の 多 様 な 生 徒 の 困 難 を 受 け入 れ 、
さ ら に 高 校 生 活 ま で を サ ポ ー トし て い け る 仕 組 み づ く りが 進 む
こ と を 望 む 。
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巻 末 資 料 1
定 時制高校 の授 業実施 状 況 と課題 につ いての調査
この調査 は、定 時制 高校 を対象 に して 、定時制高 校
での授 業実 施状 況 と課題 、及 び生徒 の様 子 を把 握す る
ことを 目的 と して います 。 ご多忙 中 とは存 じますが 、
ご協 力 いた だ きます よ うお願 い します 。
ご回答 にあた って
○ この 調 査 で は 、 学 級 担 任 の 先 生 1人に つ き質 問紙 1部
と密 封用 の封筒 1枚をお配 り して います 。
○学級担任 の先 生 に ご回答 をお願 い します 。
○ ご回答 後 は、質問 紙 を指 定の 封筒 に密 封 した後 、各校
で ま とめ て返信 用 封筒 にて ご返送 して下 さい 6:
○ お手 数 をおか け します が 、7月31日(水)までに各校
で と りま とめて郵送 して下 さい。
○ ご記 入 いただ いた回答 や 内容 につ いて は 、研 究 目的以
外 に使 用 す る こ とは あ りませ ん 。 ご回答 いた だ い たア
ンケー トは、研 究終 了後 、処 分 いた します b
ご協 力の ほ どよ ろ しくお願 い致 します 。
なお、 この調査 に関す る ご質問 につ いては
長谷藍子 までお問 い合わせ くだ さい。
E―mall : m1211lk@hyogo―u.ac.」p
質 問 1 今 年 度 あ な た が 担 当 して い る 学 級 に つ い て お 聞 き しま す 。
② 学 年 “ ・ ・ 【 1年 ・ 2年・ 3年 ・ 4年・ 単 位 制 】
人 】
質 問 2 あ な た が 担 当 して い る 学 級 の 生 徒 に つ い て お 聞 き し ま
す 。
学 級 の 中 に 、 以 下 の よ う に 見 受 け られ る 生 徒 は い ま す か ?
※ 該 当 す る も の を選 び 、 Oをつ け て くだ さ い 1
※ い る にOをつ け た 場 合 は 、 だ い た い の 人 数 で か ま わ な い の で そ
の 人 数 を 記 入 Lてく だ さ い ^
①一斉授業を している時に・ ・ ・ ・ ・【 いる ・ いない 。 わか らない 】
頻 繁 に 教 師 の 指 示 を 理 解 で き な い
それ は約何人ですか?【  人】
② ― 対 ― の 会 話 で あ つ て も 、 ・ ・ ・ ・ 【い る ・ い な い ・ わ か らな い 】
頻 繁 に会 話 の 内容 を聞 き
も ら して しま う
1)それ は約何人ですか?【  人】
③ 発表 をす る ときに言 葉・ ・ ・ ・ ・ ● ●【い る 。 いな い ・ わか らな い 】
につ ま って しま う
腱)それ は 約 何 人 で す か ?【  人 】
④ 自分の考えを、相手に・ ・ ・ ・ ・ ・【 いる 。 いない ・ わか らない 】
伝 わ る よ うに説 明 す る
こ とが で き な い
[11〉それは約何人ですか?【  人】
⑤教科書に書かれている ・ ・ ・ ・
小 学 校 高 学 年 程 度
の 漢 字 が 読 め な い
⑥ 教 科 書 を読 む と き に・ ・
文 中 の語 旬 を抜 か した り
同 じと こ ろ を繰 り返 し読 ん
で しま う
⑦ 授 業 中 、 指 示 が あ つ て も
板 書 の 内 容 を ノ ー トに
書 き 写 す こ と が で き な い
③ 感 想 文 や 作 文 を 書 く時 ・ ・
に 自 分 の 考 え を ま と め
て 文 章 に 書 く こ と が で き な い
⑩四則混合の計算ができない 。 ・
① 物語 の人 物 の心 情
を問 う問題 で は、
・ ・【 いる ・ いない 。 わか らない
邸 それ は約イ可人ですか? 【 人 】
【 い る 。 い な い ・ わ か らな い
bそれは約何人ですか?【 人 】
【 い る ・ い な い わ か らな い 】
それ は約何 人 です か ?【  人 】
【 いる ・ いない 。 わか らない 】
bそ れ は約何人ですか?【
⑨ 簡 単 な 四 則 計 算 が で き な い 。 ・ ・ ・【 い る 。 い な い わ か らな い 】
bそ れ は約何人ですか?【
い る い な い 。 わ か らな い 】
それ は約何人ですか?【 人 】
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 【 い る ・ いな い 。 わ か らな い 】
人 】
?‐
』
人 】
常 に 見 当 違 い の 解 答 を す る それは約何人ですか?【  A】
⑫ 理 科 な どで 実 験 の
予 測 が で き な い
⑬ 教室 内で 、止 ま
いる人 や物 によ
つ て  ' ・
くぶ つ か る
【 い る い な い 。 わ か らな い
[11〉それは約何人ですか?【
【 い る ・ い な い ・ わ か らな い
鵬それは約何人ですか?【
・ 【 い る ・ い な い ・ わ か らな い 】
皿 〉 そ れ は 約 何 人 で す か ?【
【 い る 。 い な い ・ わ か らな い 】
[11〉それは約何人ですか?【
・【 い る 。 い な い 。 わ か らな い 】
巴〉それ は約何人ですか?【
【 い る 。 い な い 。 わ か らな い
皿〉それ は約何人ですか?【
・【 い る 。 い な い ・ わ か らな い 】
人 】
】
人 】
⑭簡単な工作ができない
⑮ ロ ッカー や 机 の 中 の 片 づ けや
整 理 整 頓 が で き な い
⑮頻繁に授業中に席 を離席する
① 授 業 中で あ つて も ・ ・ ・
お しゃべ りを頻繁 に して い る
⑪ 校 外学 習 な ど初 めての場 面 で は
落 ち着 いて行動 で きな い
人 】
人 】
人 】
】
人 】
人 】l〉それ は約何人ですか?【
⑩ ク ラ ス の 中 で 友 達 関係・ ・ ・ ・ ・ ・ 【 い る 。 い な い ・ わ か らな い 】
が うま く作 れ な い
それ は約何 人ですか?【  人】
④ 授 業 に興 味 を持 て な い  。 ・ ・ ・ ・ 【 い る 。 い な い ・ わ か らな い 】
町 それ は約 1可人ですか? 【    人】
質 問 3 授 業 や 指 導 方 針 に つ いて お聞 き します 。
※ 該 当す る も の を撰 び ヽ ( )にあて は ま る も の す べ て に ノ を
つ け て くだ さ い A
① 級 経 営 に つ い て 、 あ な た が 心 が け て い る事 を選 ん で くだ さ い 。
(複数 可 )
a( )一日の 活 動 の 見 通 しが も て る よ うに予 定 を伝 え る     |
b( )クラ ス の 中 の ル ー ル をわ か りや す く伝 え る
o( )生徒 同 士 が 互 い の 良 さ を認 め 合 う機 会 をつ くる
d( )教師 は 生 徒 が 大 声 を 出 す 、 席 を離 れ る な どの 行 動 の 意 味 を考 え る
e( )特に な し
f( )その 他 (
② 授 業 を 実 施 す る に あ た っ て 、 あ な た が 心 が け て い る 事 を 選 ん で くだ さ い 。
(複数 可 )
a( )生徒 の 実 態 に 合 わ せ て 目標 を 設 定 す る
b( )活動 内 容 や 課 題 を い くつ か 用 意 し 、 生 徒 が 選 択 で き る よ う に す る
o( )書く時 間 等 、 活 動 の 時 間 は 前 も つ て 提 示 す る
d( )生徒 に 学 習 の 流 れ を 伝 え る
e( )作業 や 課 題 は 小 さ な ま と ま り に す る
f( )机間 指 導 の 時 間 を 長 め に と つ て い る
g( )生徒 が 興 味 を も て る よ う な 話 題 を 盛 り込 む
h( )解答 を 導 くた め に ヒ ン トを 与 え る
i( )約束 ご と が 守 れ た り、 望 ま しい 行 動 を と れ た り した と き に は す ぐに ほ め
る
J( )生徒 が 課 題 に 取 り組 め る よ う励 ま す
k( )特に な し
|( )その 他 (
③ 学 習環 境 に つ い て 、 あ な た が 心 が け て い る事 を選 ん で くだ さ い 。(複数 可 )
a( )本人 の 希 望 や 支 援 の しや す さ 等 か ら座 席 の 配 慮 を す る
b( )机間 指 導 や 生 徒 の 移 動 が しや す い よ う に 通 路 の ス ペ ー ス を 確 保 す る
o( )必要 の な い 掲 示 物 は しな い よ う に して い る
d( )授業 中 の ル ー ル を 明 確 に して 視 覚 的 に 掲 示 し て い る
e( )生徒 が 授 業 等 で 作 成 した 作 品 を 教 室 に 展 示 す る
f( )特に な し
g( )その 他 (
④ 板 書 をす る と き に 、 あ な た が 心 が け て い る事 を選 ん で くだ さ い 。(複数 可 )
a( )文字 を 詰 め ず 、 文 字 量 が 多 す ぎ な い よ う に す る
b( )見や す い 文 字 の 大 き さ で 書 く
c( )教師 の 板 書 の 時 間 を 短 くす る
d( )教科 書 Oペー ジ 、 プ リ ン ト○ 番 と 板 書 を す る
e( )重要 箇 所 は 色 チ ョー ク で 強 調 す る
f( )板書 の 書 式 (左か ら右 へ 書 く な ど)を決 め て い る
g( )「00分ま で 」 と 終 わ りの 時 間 を 黒 板 に 書 い て い る
h( )特に な し
i( )その 他 (
⑤ ノー トや プ リン トの 指 導 に つ い て 、あ な た が 心 が け て い る事 を選 ん で くだ さ い 。
(複数 可 )
a( )ノー トを 取 る 時 間 を 十 分 に 確 保 す る
b( )プリ ン トは 見 や す い レ イ ア ウ トに 工 夫 す る
o( )生徒 の 実 態 に 応 じた プ リ ン トや ワ ー ク シ ー トを 用 意 す る
d( )ノー トや プ リ ン トに 書 く内 容 と 書 き 方 を 具 体 的 に 伝 え る
e( )少しで も 書 け て い る こ と を 認 め て ほ め て 励 ま す
f( )特に な し
g( )その 他 (
⑥ 教 材 教 具 の使 用 につ い て 、あ な た が 心 が けて い る事 を選 ん で くだ さ い 。(複数 可 )
a( )教科 書 以 外 の 機 器 や 教 材 を 使 用 す る
b( )イラ ス トや 写 真 、 フ ラ ッ シ ユ カ ー ド等 の 視 覚 化 した 教 材 を 使 用 す る
o( )実物 見 本 を 使 用 す る
d( )10Tを使 用 す る
e( )特に な し
f( )その 他 (
⑦ 指 示 の 出 し方・話 し方 に つ い て 、あ な た が 心 が けて い る事 を選 ん で くだ さい 。(複
数 可 )
a( )板書 を して い る と き に は 説 明 は しな い
b( )全体 指 示 の 後 で 、 個 別 に 指 示 を す る
o( )適切 な 声 量 で 、 間 を と り、 ゆ つ く り話 す
d( )簡潔 で わ か りや す い 言 葉 づ か い で 伝 え る
e( )生徒 が 話 そ う と して い る こ と を 適 切 な こ と ば で 表 現 した り、 補 っ た り す
る
f( )特に な し
g( )その 他 (
③ 学 習 形 態 に つ い て 、 あ な た が 心 が けて い る事 を選 ん で くだ さ い。(複数 可 )
a( )グル ー プ学 習 で は 生 徒 の 得 意 な部 分 を 活 か して 役 割 を決 め る
b( )メンバ ー に 留意 して グル ー プ を決 め る
o( )複数 の 教 師 で 指 導 を行 う場 合 、前 も っ て 話 あ つ て意 思 疎 通 を して お く
d( )ペア学 習 グ ル ー プ学 習 で 生 徒 同 士 が 教 え あ う機 会 を 多 く設 定 す る
e( )特に な し
f( )その 他 (
⑨ テ ス トの配 慮・学 習 の 評 価 に つ い て 、行 つて い る事 を選 ん で くだ さ い 。(複数 可 )
a( )テス トだ け で な く レポ ー ト課 題 や 授 業 態 度 を 総 合 して 評 価 を す る
b( )生徒 と 相 談 し 、 テ ス トや レポ ー ト等 の 時 間 を 調 節 す る
。( )テス ト用 紙 と 解 答 用 紙 を 同 じ用 紙 に す る
d( )テス ト問 題 の 漢 字 に ル ビ を ふ る
e( )問題 の 出 題 を 選 択 式 な ど に し、 出 題 の しか た を 工 夫 す る
f( )採点 を す る と き に 、 部 分 点 を あ た え る
g( )特に な し
h( )その 他 (
⑩ 授 業 を実 施 す る に あ た つ て 、 あ な た が 課 題 で あ る と感 じて い る事 を 選 ん で くだ
さ い 。       _
(複数 可 )
a( )授業 中 、 指 示 を し て も 活 動 しな い 生 徒 が い る
b( )宿題 を 出 して も 行 わ な い 生 徒 が い る
c( )授業 で 教 え る こ と が 、 進 学 先 が 求 め る 学 カ レベ ル に 達 して い な い
d( )生徒 一 人 一 人 の 特 性 に 応 じた 教 材 ・ 教 具 が 必 要 で あ る
e( )生徒 一 人 一 人 の 特 性 に 応 じた 評 価 基 準 が 必 要 で あ る
f( )授業 の レ ベ ル を ど の 生 徒 に 合 わ せ た ら よ い か わ か ら な い
g( )特に な し
h( )その 他 (
ご協 力あ りが とうござ いま した 。
〈今 後の研究へ の ご協 力の お願 い〉
今後、さらに研究 を進めるために、改めて先生方に約 30
分 の イ ン タ ビ ュ ー を させ て い た だ き た い と考 え て お りま す 。
ご協 力 い た だ く こ とが 可 能 な 先 生 方 は 、ご連 絡 先 を ご記 入
くだ さ い 。 後 日 、 調 査 者 よ り連 絡 を させ て い た だ き ま す 。
学 校 名 :
住  所 :〒
電 話 番 号 :
先 生 の お 名 前 :
く調 査 結 果 の 送 付 に つ い て 〉 :‐
今回の調査結果 については学校 ごとに送付 いた しますが 、
個別に調査結果の送付 をご希望になる場合 は下記 にご記入 くださ
い 。
学 校 名 :
住 所 :〒
名 前 :
謝 辞
本 論 文 の 作 成 に あ た り、 終 始 適 切 な 助 言 を 賜 り、 ま た 丁 寧 に 指
導 して 下 さ つ た 石 倉 健 二 先 生 に感 謝 しま す 。 研 究 テ ー マ に お い て
は 思 い 入 れ が あ りそ れ ら を 尊 重 して く だ さ つ た こ と に も感 謝 し
て お りま す 。 あ りが と うご ざい ま す 。
ま た 、 研 究 室 の メ ンバ ー 秀 島 さん 、 酒 井 さ ん 、 水 戸 部 さん 、 古
川 さん 、 塔 下 さん 、 小 宮 さん 、 島袋 さ ん 、 和 田 さん 、 始 め 障 害 科
学 コー ス の 皆 さま に は 常 に刺 激 的 な 議 論 を頂 き 、 あ き ら め そ うに
な る と き な ど も精 神 的 に支 え られ ま した 。
そ して 、 本 研 究 の 趣 旨 を 理 解 し快 く協 力 して くだ さ り、 学 校 見
学 や 資 料 提 供 を し て 下 さ つ た 静 岡 県 立 浜 松 大 平 台 高 等 学 校 の 鈴
木 健 二 郎 先 生 、 宗 先 生 、 始 め お 話 を 聞 かせ て 頂 い た 大 平 台 高 校 の
先 生 方 全 て に感 謝 して お りま す 。 こ の よ うな 形 で 、 母 校 に 帰 る こ
と が で き 温 か く受 け 入 れ て く だ さ つ た こ と は 修 士 論 文 作 成 だ け
で な く、 大 学 院 生 活 の 心 の 支 え とな りま した 。 本 当 に あ りが と う
ご ざい ま す 。
ま た 、 お 忙 しい 中 貴 重 な お 時 間 を さ い て 質 問 紙 調 査 に ご協 力 頂
き ま した 高 等 学 校 定 時 制 課 程 の 各 学 校 の 皆 様 、 さ らに イ ン タ ビ ュ
ー 調 査 ま で 協 力 い た だ き ま した 先 生 方 の 皆 様 に 心 か ら感 謝 し ま
す 。 皆 様 の 協 力 が な け れ ば 修 士 論 文 を 書 き 上 げ る こ とは で き ま せ
ん で した 。 本 当 に あ りが と うご ざい ま した 。
長 谷 藍 子
